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  第１章 計画の策定にあたって 

１ 地域福祉計画策定の趣旨 

 

＜地域福祉とは＞ 

 「地域福祉」とは、法律や制度によるサービスを利用するだけでなく、すべての住

民がお互いに人権を尊重し、地域で支え合い、助け合い、誰もが住み慣れた地域で安

心して暮らせる地域社会を、みんなでつくっていく取り組みのことです。 

 法律や制度による公的なサービスだけではなく、地域のみんなが相互に助け合う関

係や、地域に関わるすべての人が行政や専門機関と連携して、支援を必要としている

人を支えていく仕組みづくりがさらに重要となっています。 

 

＜計画策定の背景＞ 

 高齢化や単身世帯の増加、社会的孤立などの影響により、人々が暮らしていく中で、

さまざまな分野の課題が絡み合い複雑化し、高齢の親とひきこもりの子が同居する「８

０５０問題※1」をはじめ、介護保険制度や障がい者支援制度など単一の制度のみでは

対応しきれない課題が増えてきています。 

 また、人口減少や少子化・高齢化の進行に伴い、要介護者など支援を必要とする人

が増加する中、これまで地域で活動してきた担い手が減少し、住民のつながりが希薄

化するなど、地域における支え合いの機能が低下してきており、地域福祉に対するニ

ーズは複雑・多様化してきています。さまざまな課題を適切な支援に繋いでいくため 

には、福祉や地域活動の担い手となる人材を育成し福祉サービスの充実を図るととも

に、地域を見守り住民同士が支え合い助け合う関係をつくるなど、地域の福祉力を高

めていくことが求められます。 

 

＜国の社会福祉制度改革＞ 

 国においては、令和２年６月に社会福祉法を改正し「介護保険法」や「障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」、「子ども・子育て支援法」、「生

活困窮者自立支援法」などに基づく事業を、地域福祉の推進のために必要な環境を一

体的かつ重層的に整備する事業として実施できることなどを定めたほか、令和６年４

月に生活困窮者自立支援法を改正し、生活困窮者の早期発見と継続的な見守り機能を

強化するため、生活困窮者の状況把握を努力義務化しました。 

 

＜ＳＤＧｓとの関係＞  

 本市の地域福祉を持続的に推進していくため、国際社会共通の目標である「持続可

能な開発目標（ＳＤＧｓ※2）」が目指す「誰一人取り残さない」社会の実現を福祉の視
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点に取り入れ、地域力を生かし、社会的孤立や排除を防ぎ、支え合いの地域をつくる

ことで、「地域共生社会」の実現を目指します。 

 

 この計画は、以上のような社会環境の大きな変化や社会福祉にかかる制度改革を踏

まえ、公的サービスなどの充実を図る一方、地域住民が主体となり、お互いに支え合

い、つながり合える地域づくりを推進し、人と人とのつながりを大切にする「結の心」

で支え合う、誰もが安心して幸せに暮らせる「地域共生社会」の実現にむけて、新た

な計画を策定するものです。 

 
※1 ８０５０問題 

   高齢の親が引きこもりの子どもと一緒に暮らし、経済面を含めて援助しているという状態に陥り、

生活面や経済面で支援が必要になるという問題。 

※2 ＳＤＧｓ 

   「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目

標）」の略称であり、2015 年 9 月に国連で開かれたサミットで採択された 2030 年までに達成すべき

国際目標で、すべての国が取り組むべき 17 の目標と 169 のターゲットが定められている。 
 

２ 地域福祉計画の位置付け 

（1）法的位置付け 

 地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条に基づく市町村の計画で、本市における地

域福祉を推進するための施策展開の基本となるものです。計画の内容は、地域のさま

ざまな福祉課題を明らかにし、その解決に向けた取り組みを、幅広い地域住民の参加

を得ながら、福祉事業者、関係機関などと行政が協働し、推進していく上での指針と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）総合計画との関係 

 第六次大野市総合計画の基本目標の一つである「健幸で自分らしく暮らせるまち」

を実現するための福祉の基本計画という性格を持ちます。 

 また、基本目標「未来を拓
ひら

く大野っ子が健やかに育つまち」及び「みんなでつなが

り地域が生き生きと輝くまち」の関連する施策を推進するための考え方を示していま

す。 

 

「社会福祉法」より抜粋 

 （市町村地域福祉計画） 

第 107 条 市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画(以

下「市町村地域福祉計画」という。)を策定するよう努めるものとする。 

 １ 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り

組むべき事項 

 ２ 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

 ３ 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

 ４ 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

 ５ 地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項  

２ 市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、地域住

民等の意見を反映させるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとする。 

３ 市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び評価を行う

よう努めるとともに、必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計画を変更するものとす

る。 
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（3）関連計画との関係 

 本計画は、「大野市高齢者福祉計画」「大野市介護保険事業計画」（計画期間：令和６

～８年度）、「大野市障がい者計画」（計画期間：令和３～８年度）、「大野市障がい福祉

計画」および「大野市障がい児福祉計画」（計画期間：令和６～８年度）、「大野市こど

も・計画」（計画期間：令和７～１１年度）の上位計画として位置づけ、これらの計画

に基づく施策を推進する上での共通理念を示します。 

「再犯の防止等の推進に関する法律」においては、再犯の防止等に関する施策の推

進に関する計画を、市町村が策定するよう努めることが規定されています。本計画に

おいて、再犯防止施策の推進に関する基本的な考え方や展開すべき施策を示していま

す。 

 その他、福祉分野における行政計画や他の関連計画、大野市社会福祉協議会の「地

域福祉活動計画」との整合性・連携を図ります。 

 

３ 自殺対策計画の策定 

 平成２８年３月に改正された自殺対策基本法において、市町村における自殺対策計

画策定が義務づけられました。 

 本市においても、地域を基盤とする支援体制などを一体的に活用し、自殺対策を包

括的かつ効果的に推進するため、自殺対策基本法第１３条に基づく市町村自殺対策計

画として、令和４年１０月に閣議決定された新たな「自殺総合対策大綱」および令和

６年３月に策定された「第２次福井県自殺対策計画」との整合性を図り、第五次大野

市地域福祉計画に包含して「第２期大野市自殺対策計画」を策定します。 

 

４ 成年後見制度利用促進計画の策定 

 平成２８年に施行された成年後見制度※3 の利用の促進に関する法律により、国の基

本計画を勘案して成年後見制度の利用の促進に関する施策についての基本的な計画を

定めることに努めることとされています。 

 現在、認知症や障がい者の増加に伴い、日常生活や財産管理等に支援が必要な人を

社会全体で支えることが課題となる中、成年後見制度の利用及び認知は十分に浸透し

ていないことが現状となっています。 

 今後、認知症高齢者やひとり暮らし高齢者、「親亡き後」の障がい者等の増加が見込

まれ、成年後見制度による支援が必要になっていくと考えられるため、住み慣れた地

域で安心して、その人らしい生活を続けることができるよう成年後見制度に関する施

策を推進し、総合的に支援していくことを目的として、「大野市成年後見制度利用促進

計画」を策定します。 

 
※3 成年後見制度 

   判断能力が十分でない成年者（知的障がい、精神障がい、認知症など）が、財産管理（資産や年

金、貯金などの管理）や身上監護（契約締結・費用支払い、施設や介護の選択）についての契約・

遺産分割などの法的行為を行うのが困難な場合などに、それらの人びとの権利を守るための制度。 
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＊地域福祉計画の位置づけ＊ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※障がい者計画 障がい福祉計画 障がい児福祉計画 

障がい者施策の基本及び障害福祉サービスなどの提供体制の確保に関する目標などを示す計画 
 ※高齢者福祉計画 介護保険事業計画 

高齢者福祉の充実に取り組んでいくための指針となる計画 

※こども・若者計画 

  育て世代が安心して子育てできる環境の整備と、すべての子どもが健やかに育ち、保護者が喜びを

感じながら子育てができるまちを目指す計画 

※健幸おおの２１ 

  市民が元気で心豊かに、安心して暮らすことができるように「一次予防」に重点を置いた健康づく

りを推進するための計画 

 ※都市マスタープラン 

  住民に最も近い⽴場にある市町村が、おおむね 20 年先の将来を展望して都市づくりの将来ビジョ

ン、目指すべき「都市」の姿を定めるもの 

 ※立地適正化計画 

  これまでの都市計画法に基づく土地利用規制に加え、都市全体を見渡し医療や福祉、商業、交通等

の様々な都市機能の立地や居住にも着目した、都市マスタープランの高度化版となる 2035 年を見

据えた計画 

 ※男女共同参画プラン 

  人口減少が進む社会の中で、女性が積極的に参画できる社会を実現するためのプラン 

 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン 

第六次大野市総合計画  

基本目標「健幸で自分らしく暮らせるまち」  

大野市地域福祉計画（社会福祉法第 107 条） 

    地域福祉を推進するうえでの共通理念 

 大野市自殺対策計画（自殺対策基本法第 13 条） 

 大野市成年後見制度利用促進計画（成年後見制度の利用

の促進に関する法律第 14 条）  
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大野市社会福祉協議会：地域福祉活動計画  

関連計画 

連携  

連携  
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 ※地域防災計画 

  災害予防、災害対策を実施するにあたって、防災関係機関が市民の生命、身体及び財産を災害から

保護するため実施すべき業務を定めることを目的とした計画 

 ※地域福祉活動計画 

  多様化する生活・福祉課題への対応と現状に即した地域福祉活動を推進するため、大野市社会福祉

協議会において策定する計画 

 

４ 計画の範囲および「地域」のとらえ方 

 本計画における地域福祉を推進する対象地域は、大野市全域とします。  

 地域における生活課題や福祉ニーズを的確に把握し、きめ細かに対応していくには、

一定の範囲の「地域」の設定が必要になります。  

 地域福祉を推進していく上では、身近な生活の範囲である公民館単位の区域を基本

としますが、「公民館単位」の地域ですべての地域課題を解決することは困難であり、

地域は図のとおり、「ご近所」、「自治会」、「公民館単位(第二層)」、「市全域(第一層)」

におおむね区分します。  

 地域課題の解決にあたっては、課題の内容や質に応じて重層的に取り組むことが求

められ、実施する施策や活動内容により、柔軟に取り組んでいきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 生活支援体制整備事業 

 市町村が定める地域ごとに生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）と協議体を設置し、地

域住民の「互助」による助け合い活動を推進することで、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくり

を進める事業です。協議体には市全体（第一層）で設置するものや、公民館単位（第二層）ごとに設置

するものがあり、それぞれ第一層協議体、第二層協議体と呼ばれます。  

 

【公民館単位 (第二層)】  

地域コミュニティの活性化、世代間交流の  

推進、生活支援体制整備事業※  

（区長会、まちづくりの会、地区社会福祉協議会、

公民館、第二層協議体 など）  

【  自治会  】  

見守り、声掛け、住民交流の

促進、身近な相談役  

（区長、地域住民、民生委員

児童委員、福祉委員 など）  

【  ご近所  】 

日常的な見守り、  

声掛け  

【市全域(第一層)】 

公的機関による相談・支援、総合的な施策の調整 

（市、福祉事務所、市社会福祉協議会、地域包括支援セ

ンター など）  
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５ 計画期間 

 本計画は、令和８年度から令和１２年度の５か年を計画期間とします。なお、本計

画は、令和３年３月に策定した第四次大野市地域福祉計画の見直しを行うものです。 

 福祉部門のそれぞれの下位計画の見直しは、必要に応じて行うものとします。 

 

６ 計画策定の体制 

（1）大野市地域福祉計画策定委員会の設置 

 専門的な検討として、学識経験者や関係機関・団体の代表、公募市民などからなる

「大野市地域福祉計画策定委員会」を設置し、計画内容の検討を進めました。 

 

（2）庁内の関係部署連携 

 福祉や保健、医療、都市整備などの地域福祉に関わる関係部署と計画内容の検討や

施策の調整を行いました。 

 

（3）アンケート調査の実施 

 本計画の策定にあたっては、市民の意見を反映するためアンケート調査を実施し、

広く市民の地域福祉に関する意向の把握を行いました。   
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  第２章 大野市の地域福祉をめぐる現況 

１ 人口・世帯状況等の推移 

（1） 人口の推移 

 本市の総人口は、長期的に減少傾向で推移しており、令和７年の総人口は 29,568 人

と、平成２７年からの１０年間で約 5,000 人減少しています。 

 今後も減少傾向で推移すると考えられます。 

 また、核家族化などにより増加傾向にあった世帯数は、近年は横ばいの傾向にあり

ます。 

（総人口・世帯数の推移）                （単位：人、世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）出生数・死亡数・婚姻数の推移 

 本市の出生数は、令和３年より減少傾向にあり、令和６年の出生数は 116 人となっ

ています。婚姻数も減少傾向にあります。 

（出生数と死亡数の推移）                    （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊資料：住民基本台帳（外国人含む） 

各年 1 月から 12 月までの数 

＊各年 4 月 1 日時点  
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（3）人口構成 

 本市の階層別の人口構成比率は、３つの年齢区分に分けると、１５歳未満人口と１

５～６４歳人口はともに減少し、６５歳以上人口は増加しており、令和７年の高齢化

率は、38.8％になっています。今後も、少子化・高齢化がさらに進展すると見込まれ

ます。 

（階層別人口比率の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

（4）高齢者世帯の状況 

 本市の高齢者世帯数は、平成２７年まで年々増加していますが、令和２年では減

少となっています。令和２年の高齢者のいる世帯は、6,922 世帯（総世帯に占める割

合：64.8％）、内一人暮らし高齢者の世帯は、1,280 世帯（総世帯に占める割合：12.0％）

となっています。 

（高齢者のいる世帯の推移）                   （単位：世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 平成 2 年〜令和 2 年国勢調査（10 月 1 日）、平成 2 年～平成 17 年は旧和泉村も含む 
   ※１：施設などの入所者を除く 
   ※２：６５歳以上の親族がいる一般世帯（同居） 
   ※３：６５歳以上の一人暮らし老人世帯（一人暮らし）  
   ※４：夫婦いずれか又は両方が６５歳以上である世帯（夫婦のみ） 

＊「大野市高齢者福祉計画」による  

＊各年４月１日時点 



- 9 - 

 

2,140 2,135 2,090 2,032 1,967 1,970 1,970 1,953 1,952 1944 1,922 

366 372 380 380 375 379 385 385 391 385 393 

320 351 348 408 342 395 394 425 433 445 451 

2,826 2,876 2,818 2,820 
2,684 2,744 2,749 2,763 2,776 2774 2,766 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

精神 知的 身体

２ 要介護高齢者・障がいのある人等の状況 

（1）要介護認定者の状況 

 要介護認定者数は横ばいで推移しており、令和５年３月末の要介護認定者数は 2,155

人で、前年度から 0.2 ポイント増加しています。 

 高齢者人口に対する要介護認定率も、平成２７年３月末以降横ばいで推移しており、

令和５年度３月末時点では 18.8％となっています。 

（要介護認定者等の推移）                  （単位：人、％） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
（2）障害者手帳所持者の状況 

 令和７年３月３１日現在、本市の障害者手帳の所持者数は 2,766 人で、人口に占め

る割合は、9.35％です。内訳は身体障がい者が 1,922 人、知的障がい者が 393 人、精

神障がい者が 451 人となっています。 

 身体障害者手帳の所持者は減少していますが、療育手帳の所持者は横ばいで推移し

ています。精神障害者保健福祉手帳の所持者は、増加傾向にあります。 

（障害者手帳所持者数の推移）                   （単位：人） 
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346 376 348 306 290 334 323 311 330 
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3,000

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

認定率

※障害者手帳とは、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をいいます。  

＊各年 3 月 31 日時点  

＊各年 3 月 31 日時点  
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（3）生活保護の状況 

 本市の生活保護世帯及び保護人員は、年々減少しています。 

 （保護世帯数・保護人員の推移）             （単位：人、世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域活動の状況 

（1）ボランティアの活動状況 

 大野市社会福祉協議会ボランティアセンターの登録者数は、個人活動とグループ活

動を合計して、令和６年度末は 3,132 人となっています。 

 ボランティア登録者数および団体数は、新型コロナウイルスの影響等で減少傾向に

あります。 

 また、センターの登録者のほかにも、各学校や事業所、地域などで、福祉ボランテ

ィア活動に参加する個人や団体があります。 

 

ボランティア活動者数（大野市社会福祉協議会ボランティアセンターの登録者数） 

 

（2）ＮＰＯ法人の活動状況 

 令和７年３月末現在、本市には、ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）が８法人あり

ますが、そのうち、３法人が福祉関係の法人で、介護保険事業や障害福祉サービス事

業、子育て支援事業、福祉に関する啓発普及事業など、それぞれ、特色ある活動を行

っています。 

年度 個人 グループ 計 

令和２年度末 623 人 56 団体 3,332 人 3,955 人 

令和３年度末 592 人 57 団体 3,460 人 4,052 人 

令和４年度末 531 人 55 団体 3,385 人 3,916 人 

令和５年度末 580 人 52 団体 2,601 人 3,181 人 

令和６年度末 577 人 50 団体 2,555 人 3,132 人 

＊各年 4 月 1 日時点  
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（大野市内の福祉関係のＮＰＯ法人の状況）          （令和７年３月末現在） 

法人名称 事業内容・目的 設立年月日 

福祉ワーキンググルー

プ大野 

在宅介護事業（介護・障がい） 

福祉に関する普及啓発事業 

平成 14 年 5 月 2 日 

子 育 て 交 流 広 場 ち っ

く・たっく 

子育てに関する支援 

情報提供事業 

平成 17 年 3 月 30 日 

和が家 
介護保険事業、介護予防事業、障

害者自立支援事業 

平成 17 年 12 月 8 日 

 

 

（3）社会福祉協議会の活動状況 

大野市社会福祉協議会では、協議会の活動計画である「大野市地域福祉活動計画」

に沿って、市社会福祉協議会理事会、各地区社会福祉協議会および各地区福祉委員会

で定期的に会議を開催しながら、さまざまな地域福祉の推進に関する活動を展開して

います。 

 

（大野市社会福祉協議会の実施する地域福祉の推進に関する活動※大野市の委託事業を含む） 

地域福祉を推進する事業 

地域福祉活動推進

事業 

①地区社協活動支援および連携 

②福祉委員会活動支援および連携 

地域福祉イベント

事業 

①福祉ふれあいまつりの開催 

②市社会福祉大会の開催 

福祉の輪づくり推

進事業 

①福祉「共育」推進事業 

 

生活支援体制整備事業（第一層、第二層） 

高齢者およびその家族等を

支援する事業 

在宅介護支援センター事業 

和泉在宅介護支援センター事業 

家族介護教室事業 

高齢者ふれあいサロン事業 

お出かけほっとサロン事業 

高齢者巡回ホームヘルパー派遣事業 

ボランティア活動及び障が

い者を支援する事業 

ボランティア活動推進事業 

災害ボランティア活動推進事業 

障害者社会参加支援事業 

障害者相談支援事業 

共同募金運動に関する事業 共同募金配分金事業 

その他の生活支援に関する

する事業 

日常生活自立支援事業 

法人後見事業 

福祉資金貸付事業 

 

（４）第二層協議体の活動状況  

住民自らが、お互い様の支えあい・助け合い活動について話し合う場である第二層

協議体は、９つの公民館単位で８つ設置されており、住民主体の「互助活動」を充実・
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創出するため、地域ごとの課題の掘り起こしや、通いの場や生活支援といった具体的

な活動に向けてのモデル事業を実施しています。また、本市全域を対象に設置された

第一層協議体とも情報共有・連携しながら活動しています。  

 

（第二層協議体の設置状況）（令和７年３月末現在） 

地区 設立年月 協議体の愛称 委員数 

大野 令和３年９月 あいさつで結び隊 10 

下庄 令和４年９月 下庄ちょこっとささえ愛 13 

乾側 令和元年８月 乾側みんなで助け合い隊 7 

小山 平成３１年２月 やさしい小山ささえ愛隊 12 

上庄 令和３年１２月 上庄だんねっと 10 

富田・五箇 令和元年１１月 富田・五箇おたすけ隊 22 

阪谷 平成３０年１０月 

結の阪谷サポート隊 

～おたすけさかずきんちゃん

～ 

10 

和泉 令和６年１月 いずみ♥サポート隊 15 

 

 

４ 自立相談支援センター（ふらっと）における相談件数 

 経済的な理由などで生活に困っている人が一人ひとりの状況に応じて自立した生活

できるよう相談窓口を設置しています。  

新規相談件数 R2 R3 R4 R5 R6 

年間 60 件 57 件 44 件 47 件 49 件 

                    （各年４月から３月までの合計数）  

 

５ 自殺者数 

 全国の自殺者数はほぼ横ばいでありますが、本市の自殺者数もほぼ横ばいとなって

います。 

（自殺者数の推移）                     （単位：人） 

 Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

全国 19,974 20,907 20,820 21,723 21,657 20,117 

福井県 113 126 128 114 99 105 

大野市 5 3 5 3 7 6 

                       （各年１月から１２月までの合計数） 

 

６ 成年後見にかかる相談及び申立件数（中核機関） 

 成年後見制度の利用促進に中心的な役割を担う「中核機関」の業務を、大野市社会

福祉協議会が設置する「結はあと」に整備し、広報、相談や申立手続き支援等を実施

しています。 
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                     （単位：人） 

 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

相談件数 138 106 158 

申立件数 5 6 6 

            （各年４月から３月までの合計数） 

 

７ 市民アンケート調査結果 

 本計画の策定にあたり、市民の方の意見を反映させるため、アンケート調査を実施

しました。 

 【調査の対象】 市内在住の１８歳以上の方の中から、無作為抽出した１，０００名の方を
対象としました。（年代ごとの抽出率は同率としました）  

 【調査方法】  郵送配布・郵送回収 
 【調査機関】  令和６年１２月２４日～令和７年１月２０日 
 【調査項目】  設問数：４２問 
          ・家族等の状況について 
          ・日常生活について 
          ・地域での支え合い、助け合いについて 
          ・災害時について 
          ・生活困窮について 
          ・成年後見制度について 
          ・自殺を防ぐための取組について 
          ・地域福祉の充実に向けた取組について 

 【回収の状況】 今回の調査の回収率は３２．２％でした。 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 

1,000 322 32.2％ 322 

 

（１）回答者の属性 

 回答者の基本属性は次のとおりです。 

  注）以下の調査において百分率は小数点第１位を四捨五入して示しています。そのため、単一回答

（回答がひとつだけのもの）の回答比率の合計が１００％にならない場合があります。 

    複数回答の設問については、回答の合計数が有効回答数を上回る場合があります。  

    比率は、その設問の回答者総数、あるいは分類別の回答者数を基礎として算出しており、複数

回答（２つ以上の回答が認められるもの）の設問の場合、回答比率の合計が１００％を超える

場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢） 回答数 構成比 

19 歳以下 2 1% 

20 歳代 20 6% 

30 歳代 25 8% 

40 歳代 46 14% 

50 歳代 57 18% 

60 歳代 70 22% 

70 歳代 83 25% 

80 歳以上 19 6% 

 計 322 100% 

19歳以下

1%

２０歳代

6%
３０歳代

8%

４０歳代

14%

５０歳代

18%６０歳代

22%

７０歳代

25%

８０歳以上

6%
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（世帯構成） 回答数 構成比 

１人（単身） 31 10% 

１世代（夫婦のみ） 69 21% 

２世代世帯（親と子） 140 43% 

３世代世帯（親と子と孫） 64 20% 

その他の世帯 15 5% 

無回答 3 1% 

 計 322 100% 

 

 

 

（性別） 回答数 構成比 

男性 130 40% 

女性 173 54% 

回答を希望しない 1 0% 

無回答 18 6% 

 計 322 100% 

（職業） 回答数 構成比 

自営業 36 11% 

会社員 100 31% 

公務員 24 7% 

パート・アルバイト 45 14% 

家事専業 23 7% 

学生 8 3% 

農業 20 6% 

無職 55 17% 

その他 9 3% 

無回答 2 1% 

 計 322 100% 

男性

40%

女性

54%

回答希望

しない

0%

無回答

6%

1人（単身）

10%
１世代

（夫婦の

み）

21%

２世代（親と子）

43%

３世代

（親と子

と孫）

20%

その他

5%

無回答

1%

自営業

11%

会社員

31%

公務員

7%

パート、ア

ルバイト

14%

家事専業

7%

学生

3%

農業

6%

無職

17%

その他

3%

無回答

1%
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（居住地域） 回答数 構成比 

大野地区 145 45% 

下庄地区 72 22% 

小山地区 15 5% 

乾側地区 11 4% 

上庄地区 39 12% 

富田地区 24 8% 

阪谷地区 7 2% 

五箇地区 1 0% 

和泉地区 1 0% 

無回答 7 2% 

 計 322 100% 

 

 

（介護家族の有無） 回答数 構成比 

高齢の家族を介護 33 10% 

障がいのある家族を介護 10 3% 

病気の家族を介護 2 1% 

介護していない 267 83% 

無回答 10 3% 

 計 322 100% 

 

 

 

（２）調査結果の概要 

 

 地域の方々の日常生活や地域活動の状況、福祉に関する考え方などに関する設問を

中心に抜粋しています。すべての調査結果については、巻末の資料をご覧ください。 

 前回アンケートと比較できる項目については、比較を行っています。 

 

＜日常生活について＞ 

『日常生活で、悩んでいることや不安なこと

はありますか。』 

 「ある」と答えた人が４３％、「ない」と答

えた人が４５％と、ほぼ半数の方が悩みや不

安を抱えています。 

 今回が自由記載のため、単純な比較はでき

ませんが、あると答えた人の内容について、

前回と比較すると、次頁のようになります。 

大野地区

45%

下庄地区

22%

小山地区

5%

乾側地区

4%

上庄地区

12%

富田地区

8%

阪谷地区

2%

五箇地区

0%
和泉地区

0%

無回答

2%

ある

43%

ない

45%

わから

ない

7%

無回答

5%

高齢の家

族

10%
障がいの

ある家族

3%
病気の家

族

1%

いない

83%

無回答

3%
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79%

44%

14%

11%

11%

8%

5%

3%

1%

1%

2%

104%

33%

9%

4%

7%
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友人、知人
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福祉サービスに関する相談先
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民生委員・児童委員、福祉委員

学校、保育所や認定こども園

その他
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『悩みや不安の相談相手、相談したい相手』（複数回答）  

 「家族や親せき」（７９％）、「友人、知人」（４４％）、「職場の人」（１４％）で、身

近な人への相談を希望する割合が高くなっています。 

 前回アンケートと比較すると、「家族や親せき」が減少し、「友人、知人」、「職場の

人」等が増加しています。（注：家族や親せきについては、前回の項目が同居の家族、

別居している家族、親せきと３つの項目に分かれていたため、合計が１００％を超え

ています。） 
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自分の健康について
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『ボランティア活動したことがありますか』  

 「現在活動している」（１１％）、「以前活動して

いた」（３４％）、「したことがない」（５３％）と、

ほぼ半数の人が活動の経験があります。 

 

 

 

 

 

 

『今後ボランティア活動に参加したいと思いま

すか』 

 「活動したい」（２６％）、「活動したいと思わな

い」（１８％）、「わからない」（５１％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

『ボランティア活動に参加してよかったと思うこと』（複数回答）  

 「社会や他人の役に立った」（４８％）、「交流機会や人的ネットワークができた」（４

１％）、「感謝してもらえた」（３２％）と回答した人の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在活動し

ている

11%

以前活

動して

いた

34%

したこ

とがな

い

53%

無回答

2%

48%

41%

32%

30%

30%

28%

10%

8%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

社会や他人の役に立った

交流機会や人的ネットワークができた

感謝してもらえた

知識や経験を活かせた

充実した時間を持つことができた

自分自身の向上や自身につながった

身近な地域の課題を改善できた

友人や知人の期待に応えることができた

その他

活動し

たい

26%

活動し

たいと

思わな

い

18%

わから

ない

51%

無回答

5%
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『日常生活のなかで、大切にしているつながりを教えてください』（複数回答）  

 「家族や親族とのつながり」（８７％）、「隣近所とのつながり」（４３％）、「仕事で

のつながり」（４３％）と、身近な人とのつながりを大切にしている割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域での助け合い、支え合いについて＞ 

『あなたは、現在、地域の人とどのようなお付き合いをしていますか』（複数回答）  

 「会えば立ち話などの会話をする」（５３％）が最も多く、次いで「挨拶を交わす程

度」（５１％）となっております。 

 「特に関わらない」と回答した人も、６％となっています。 

 前回アンケートと比較すると、前回が複数回答ではないため、単純な比較はできま

せんが、「困った時に助け合う」が大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87%

43%

43%

38%

23%

11%

9%

4%

3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族や親族とのつながり

隣近所とのつながり

仕事でのつながり

友人とのつながり

趣味やサービスのつながり

医療・福祉・介護等のサービス提供者

地域の活動でのつながり

特になし

SNSで知り合った人とのつながり

その他

53%

51%

23%

15%

7%

6%

21%

28%

4%

4%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会えば立ち話などの会話をする

挨拶を交わす程度

困った時に助け合う

困ったことがあれば相談する

ときどき家を訪問する

特に関わらない

今回 前回
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『地域とのつながりは、必要だと思いますか』  

 「とても必要」（３６％）、「どちらかと言

えば必要」（５０％）を合わせると、８割以

上の人が、地域とのつながりが必要と考え

ています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『現在住んでいる地域での暮らしに満足しているか』  

 「満足している」（２３％）、「まあ満足して 

いる」（５７％）と、８割の人が現在の暮ら 

しに満足しています。 

 また、「満足していない」１３％「あまり満

足していない」が５％と、約２割の人が満足

していない結果となっています。 

 

 

 

 

『地域活動に参加しているか』 

 「参加している」（６６％）、「参加していな

い」（３２％）と、約７割の人が地域活動に参

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足して

いる

23%

まあ満足

している

57%

あまり満

足してい

ない

13%

満足して

いない

5%

その他

0%

無回答

2%

参加し

ている

66%

参加して

いない

32%

無回答

2%

とても必

要

36%

どちらか

と言えば

必要

50%

不要

2%

必要と考えるが、特

につながりを望んで

いない…

その他

0% 無回答

2%
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『参加している地域活動』（複数回答） 

 「一斉清掃、資源回収」（８４％）、「祭り」（５０％）、「運動会、スポーツ大会」（３

３％）と回答した人の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域活動に参加していない理由』（複数回答） 

 「仕事のため時間がない」（４３％）、「興味のもてる地域活動がない」（２５％）、「健

康や体力に自信がない」（２３％）と回答した人の割合が高くなっています。 

 前回のアンケート結果と比較すると、「仕事のため時間がない」、「興味の持てる地域

活動がない」が増加しています。（今回アンケートと共通の項目のみ比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43%

25%

23%

15%

14%

9%

8%

7%

3%

20%

10%

19%

4%

11%

10%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

仕事のため時間がない

興味のもてる地域活動がない

健康や体力に自信がない

地域活動に関する情報がない

家事や介護のため時間がない

その他

経済的負担ができない

地域活動に関わりたくない

地域活動は必要ないと思う

今回 前回

84%

50%

33%

17%

16%

13%

13%

3%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

一斉清掃、資源回収

祭り

運動会、スポーツ大会

子ども会、育成会活動

老人会活動

壮年会活動

女性団体活動

青年会活動

その他
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『第二層協議体が組織されていることを知っているか』 

 第二層協議体の認知度は１９％となっていま

す。 

 

※第二層協議体：多様な主体によるお互い様の助け合い

活動の創出・拡充により、高齢者の日常生活を支える仕

組みを充実させること、生きがいや介護予防につながる

社会参加の機会を確保するため、生活支援コーディネー

ターを中心に住民主体の話し合いの場として設置してい

る公民館単位の協議体 

 

 

 

地域には、民生委員・児童委員がいることを知っていますか』  

 民生委員・児童委員の認知度は８３％となっ

ており、前回の調査結果６５％から１８ポイン

ト増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知って

いる

19%

知らな

い

76%

無回答

5%

知って

いる

83%

知らない

15%

無回答

2%

【参考：前回結果】 

知って

いる

65%

知らな

い

11%

聞いたこと

はあるが詳

しくは知ら

ない

21%

無回答

3%
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『行政区ごとに、福祉委員がいることを知っていますか』  

 福祉委員の認知度は５７％となっており、

前回の調査結果４８％から９ポイント増えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域で困っている世帯があった場合、あなたが手助けできることは何ですか』  

 「安否確認の声掛け」（８６％）、「ごみ出し」（６２％）、「話し相手」（６０％）の割

合が高くなっています。 

 

 

知って

いる

57%
知らない

40%

無回答

3%

86%

62%

60%

54%

44%

40%

23%

21%

19%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安否確認の声掛け

ごみ出し

話し相手

玄関前の除雪

ちょっとした家事

悩みごとの相談

短時間の子どもの預かり

送迎・付き添い

その他

病気のときの看病

【参考：前回結果】 

知って

いる

48%知らな

い

24%

聞いたこと

はあるが詳

しくは知ら

ない

24%

無回答

3%
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『地域の人に手助けしてほしいこと』  

 「安否確認の声掛け」（２５％）、「玄関前の除雪」（１８％）、「話し相手」（１７％）

となっております。 

 

 

『地域で、お互いに力を合わせて住みよい地域社会を実現していくうえで問題となる

ことは何だと思いますか』（複数回答） 

 「仕事や家事が忙しく、地域社会での活動に参加する余裕がないこと」（４４％）、「近

所づきあいが少ないこと」（４０％）、「日中、地域を離れている人が多いこと」（３３％）

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

44%

40%

33%

24%

22%

20%

17%

1%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

仕事や家事が忙しく、地域社会での活動に参加する余裕が

ないこと

近所づきあいが少ないこと

日中、地域を離れている人が多いこと

地域での交流機会が少ないこと

地域に関心のない人が多いこと

他人に干渉され、プライバシーが守られないこと

自治会や地域活動に参加しにくい雰囲気があること

地域での助け合い、支え合いは必要ない

その他

25%

18%

17%

14%

6%

6%

6%

6%

4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

安否確認の声掛け

玄関前の除雪

話し相手

悩みごとの相談

ごみ出し

ちょっとした家事

送迎・付き添い

病気のときの看病

短時間の子どもの預かり
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『現在住んでいる地域に住み続けたいと思い

ますか』 

 「住み続けたい」（４０％）、「どちらかとい

うと住み続けたい」（２９％）、と、約７割の

人が住み続けたいと答えています。 

 

 

 

 

 

『住み続けたい理由』（複数回答） 

 「住み慣れているから」（８６％）、「買い物、移動がしやすいから」（３４％）、「自

然が豊かだから」（３２％）の割合が高くなっています。 

『住み続けたくない理由』（複数回答） 

 「買い物、移動がしにくいから」（４０％）、「ほかに住みたい地域があるから」（３

３％）、「障がい福祉、介護などの福祉に不安があるから」（２１％）の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜災害が起こった場合について＞ 

住み続け

たい

40%

どちらかという

と住み続けたい

29%

あまり住

み続けた

くない

15%

住み続け

たくない

5%

無回答

11%

86%

34%

32%

26%

24%

7%

4%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住み慣れているから

買い物、移動がしやすいから

自然が豊かだから

地域の人間関係がよいから

頼れる人が近くにいるから

子育て、教育環境に満足しているから

その他

障がい福祉、介護などの福祉に満足しているから

40%

33%

21%

13%

12%

7%

0%

33%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

買い物、移動がしにくいから

ほかに住みたい地域があるから

障がい福祉、介護などの福祉に不安があるから

子育て、教育環境に不安があるから

頼れる人が近くにいないから

地域の人間関係がよくないから

自然環境が少ないから

その他
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『地域の避難場所を知っていますか』 

 「知っている」（８８％）、「知らない」（９％）

と、避難所の認識は高いことが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『災害のとき、身近に助けてくれる人や相談で

きる人がいますか』 

 「助けてくれる人がいる」（４６％）、「相談で

きる人がいる」（２７％）と、約７割の人が災害

時に頼れる人がいることが分かります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜生活困窮について＞ 

『生活費に困ったことはありますか』 

 「いつも困っている」（７％）、「困ったことが

ある」（１１％）と、約２割の人が生活費に困っ

たことがあることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助けてく

れる人が

いる

46%

相談でき

る人がい

る

27%

いない

19%

無回答

8%

知って

いる

88%

知らない

9%

無回答

3%

いつも困っている

7%

困ったこ

とがある

11%

困ったこと

はない

63%

わからな

い

12%

無回答

7%
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『生活費に困ったのは、どんなときでしたか』（複数回答） 

 「年金や就労収入はあるが支出が多く、家計が赤字であった」（８５％）、「仕事があ

わず、就職と転職を繰り返した」（７％）、「就職活動をしたが、なかなか就職できなか

った」（３％）と、８割以上の人が、支出が多いことによる赤字に困っていたことが分

かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『今後の生活費に不安はありますか』 

 「不安でたまらない」（９％）、「不安が

ある」（４６％）と、半数以上の人が生活

費に不安を持っていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

＜成年後見制度について＞ 

『成年後見制度について知っていますか』 

  

「制度の名前も、制度の内容も知ってい

る」（３７％）、「制度の名前は聞いたこと

があるが、内容は知らない」（３４％）、

「知らない」（２５％）となっています。 

 

 

 

 

 

制度の名

前も制度

の内容も

知ってい

る

37%

制度の名前は

聞いたことが

あるが、内容

は知らない

34%

知らない

25%

無回答

4%

85%

7%

3%

2%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

年金や就労収入はあるが支出が多く、家計が赤字

だった

仕事があわず、就職と転職を繰り返した

就職活動をしたが、なかなか就職できなかった

就職のための活動をどのようにすればいいかわかな

らかった

その他

不安でた

まらない

9%

不安がある

46%

それほど

不安はな

い

31%

不安は全

くない

5%

わからない

5%

無回答

4%
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『成年後見制度の利用について、相談する窓口を知っていますか』（複数回答） 

 「市社会福祉協議会」（２０％）、「弁護士や司法書士等の専門職事務所」（１７％）、

「市の担当課」（１６％）、となっています。 

また、「知らない」が５９％となっており、さらなる制度の浸透が必要です。 

 

 

『将来、判断能力が十分でない状態にな

った場合、成年後見制度を利用したいか』 

 成年後見制度の利用について、「利用し

たくなく、自分には必要ない」又は「わ

からない」と回答した人が６８％となっ

ています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用した

い

25%

利用した

くなく、

自分には

必要ない

18%

わからな

い

50%

無回答

7%

20%

17%

16%

59%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市社会福祉協議会

弁護士や司法書士等の専門職事務所

市の担当課

知らない
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＜自殺を防ぐための取組について＞ 

 『自殺を考えたことがありますか』  

 自殺を考えたことが「ある」人は９％とな

っています。 

 前回のアンケートと比較すると、「ある」と

答えた人はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『不安や悩みなど、つらい気持ちを受け止

めてくれる人はいますか』 

 受け止めてくれる人が「いる」人は７７％

となっています。 

 前回のアンケートと比較すると、受け止め

てくれる人は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

9%

ない

86%

無回答

5%

いる

77%

いない

16%

無回答

7%

いる

85%

いない

10%

無回答

5%

【参考：前回結果】 

【参考：前回結果】 

ある

10%

ない

81%

無回答

9%
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『自殺をなくすために、どんな取組が有効だと思いますか』（複数回答）  

 「様々な悩みに対応した相談窓口」（５０％）、「生活困窮に対する相談、支援」（３

９％）、「高齢者や障がいのある人、病気の人や介護者に対する相談、支援」（３８％）、

「ひきこもりや不登校の相談、支援」（３７％）の回答割合が高くなっています。前回

のアンケート結果と比較すると、「様々な悩みに対応した相談窓口」が大きく増加して

います。（今回アンケートと共通の項目のみ比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50%

39%

38%

37%

33%

32%

27%

24%

23%

21%

18%

4%

21%

27%

27%

41%

30%

42%

19%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々な悩みに対応した相談窓口

生活困窮に対する相談、支援

高齢者や障がいのある人、病気の人や介護者に対する相

談、支援

ひきこもりや不登校の相談、支援

学校でのカウンセリング

職場でのメンタルヘルス対策

子どもや若者の自殺予防

地域のコミュニティを通じた見守りや支え合い

インターネット上の書き込みや動画配信した者に対する

取り締まり

高齢者や障がいのある人、病気の人のうつ予防

様々な分野でのゲートキーパーの養成

その他

今回 前回
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＜地域福祉の充実に向けた取組＞ 

『大野市の地域福祉施策を充実させるために、優先して取り組んでいくべきだと思う

ことを教えてください』（複数回答３つまで）  

 「必要な人に、必要な支援をつなげる仕組みづくり」（４７％）、「どのような相談で

も対応できる窓口の設置」（４０％）、「福祉活動を行う人材の発掘、育成」（２６％）、

「わかりやすい福祉情報の提供」（２６％）の回答割合が高くなっています。 

 

 

『みんなで助け合い、支え合って暮らしていく、誰もが安心して暮らすことのできる

まちづくりを進めるためのご意見・ご要望（自由意見）』 

 地域住民による支え合いや、安心して暮らせるまちづくり、市の活性化などについ

て７３名の方からご意見をいただきました。 

 

 詳細は、巻末の資料をご覧ください。 
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  第３章 計画の理念と目標 

１ 基本理念 

 本市では、第四期計画において、第六次大野市総合計画の基本目標の一つである「健

幸で自分らしく暮らせるまち」を基本理念に掲げ、市民がお互いに尊重し、支え合い、

助け合い、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを進めてきました。 

本計画でも、基本理念を引継ぎ、本市を取り巻く現状や課題を踏まえ、国が推進し

ている「地域共生社会」の実現をめざし、計画を推進します。 

本計画は、地域福祉推進のための取り組みの方向性を示すものであり、具体的な施

策については、下位の計画で示しています。（４ページ参照） 

 

２ 基本目標 

 基本目標１ 地域福祉サービスの基盤づくり 

  総合的な相談支援体制や地域包括ケアシステムの充実を図り、誰もが必要なとき

に適切な福祉サービスを利用できる基盤づくりを進めます。 

 

 基本目標２ 地域で助け合い、支え合う仕組みづくり 

  人と人とのつながりを大切にする「結の心」を醸成し、地域で互いに助け合い、

支え合う仕組みづくりを進めます。 

 

 基本目標３ 安全・安心でいきいき暮らせるまちづくり 

  災害時の支援体制の整備、再犯防止に向けた地域づくりなど、住み慣れた地域で、

誰もが安心して生活できる環境整備を進めます。  

 

３ 自殺対策計画 

 基本目標 こころの健康を支え、いのちをまもる地域づくり 

  悩みを持つ方への相談支援やメンタルヘルス対策、自殺に対する正しい理解の促

進、自殺対策を広く支える人材の育成など、誰もが自殺に追い込まれることのない

社会の実現を目指します。 

 

４ 成年後見制度利用促進計画 

 基本目標 住み慣れた地域で、自分らしい生活を守るための体制づくり 

  制度の周知、利用促進に向けた環境整備など、住み慣れた地域で安心して、その

人らしい生活を続けることができるよう体制整備を進めます。 
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第五次大野市地域福祉計画の体系 

  基本理念     基本目標              基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉サービス

の基盤づくり  

地域で助け合い、

支え合う仕組みづ

くり 

健
幸
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち 

総合的な相談支援体制の整備  

福祉サービス提供体制の充実  

ボランティア・NPO 活動の促進  

住民主体の結のまちづくり  

心のバリアフリーの推進  

みんなで支え合う地域づくり  

（１）元気高齢者による地域活動の促進  

（２）若者・子育て世代を応援する体制  

整備  

（３）障がい者差別の解消  

（４）虐待防止対策  

（５）生活困窮などで援助を必要とする  

   人への支援  

地域包括ケアシステムの深化・推進  

 

安全・安心でいき

いき暮らせるまち

づくり 

快適に暮らせるまちづくり  

（１）ユニバーサルデザインのまちづくり  

（２）移動にやさしいまち  

（３）健幸でいきいき暮らせるまち  

暮らしの安全・安心  

（１）災害時の支援体制の整備  

（２）交通安全対策の推進・消費者被害の  

防止  

（３）再犯防止に対する理解と促進  
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           基本目標              基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           基本目標              基本施策 

 

 

 

 

 

 
  

  

こころの健康を支

え、いのちをまも

る地域づくり  

自殺予防に向けた普及啓発の推進  

 

自殺予防のための相談・支援の充実  

世代の特性に応じた施策の推進  

成年後見制度に関する理解の促進  

成年後見制度等の利用促進  

利用促進に向けた環境整備  

住 み 慣 れ た 地 域

で、自分らしい生

活を守るための体

制づくり 

大野市自殺対策計画 

大野市成年後見制度利用促進計画  
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  基本目標１ 地域福祉サービスの基盤づくり 

 

基本施策１  総合的な相談体制の充実  

 

基本施策１に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 本市では、高齢者、障がい者、子ども・子育て、生活困窮といった各分野の福祉施

策の充実を図っています。 

 少子化・高齢化の進展、単身世帯の増加や家族のあり方の変化、地域のつながりの

希薄化などが進み、福祉課題が一層複雑化、多様化、深刻化するなか、複合的な課題

に対し既存の仕組みでは解決できない問題が生じています。 

 ひきこもりや「８０５０問題」など、複合的な生活課題を抱えた人を支援するため

には、施策分野を超えて連携し、横断的かつ包括的に相談・支援を行う相談支援体制

の充実が求められています。 

 アンケート調査では、「地域福祉施策を充実させるために、優先して取り組んでいく

べきだと思うこと」という問いに対して、「どんなどのような相談でも対応できる窓口

の設置」と回答した人が４０％おり、相談窓口の充実を求める割合が高くなっていま

す。 

 保健・医療・福祉サービス拠点施設である結とぴあでは、高齢者全般の相談窓口で

ある「地域包括支援センター」や、障がいのある人の日常生活や就労、サービスの利

用に関することなど自立に向けた相談支援を行う「障害者相談支援センター」、妊娠期

から子育て期にわたって、すべての妊産婦、子育て世帯、子どもに寄り添った支援を

行うため、令和６年４月に設置した「こども家庭センター」をはじめ、保健・医療・

福祉の関係部署や地域福祉の推進やボランティア活動を支援する大野市社会福祉協議

会等を集約し、各部門が相互に情報共有と連携をしながら、専門性を生かしたきめ細

かな相談支援体制の充実に努めています。 

 また、「自立相談支援センター ふらっと」では、さまざまな理由で経済的に困って

いる人や、ひきこもりなど生活上の悩みを抱えている人などの相談支援を行っていま

す。 

 さらに、障がい福祉分野において地域の相談支援の中核的な役割を担う「基幹相談

第２部 地域福祉計画  
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支援センター」の整備を進めており、障がいのある方が住み慣れた地域で安心して暮

らせるよう、相談体制の充実に努めています。 

 福祉サービスを安心して適切に利用していくためには、福祉サービスに関するさま

ざまな苦情や不満、要望などのを解決を図るする仕組みづくりが重要で、行政や関係

機関、サービス事業者や地域福祉の担い手である民生委員・児童委員が連携を密にし、

引き続き適切な対応を行う必要があります。 

 今後も結とぴあを中心に、関係機関や在宅介護支援センターをはじめとする相談支

援事業所などとの情報共有や連携により、誰もが気軽に相談できる相談窓口や包括的

な支援体制の充実を図っていくことが必要です。 

 また、核家族化や地域のつながりの希薄化などにより、家族や身近に相談できる人

がおらず、社会的孤立に陥っている人やひきこもりの状態になっている人など専門的

な支援を必要としている人を必要な支援につなぐため、地域の相談役として大きな役

割を担っている民生委員・児童委員や福祉委員、老人家庭相談員などの活動を活性化

し、より一層の連携強化が重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆保健、医療、福祉、子育て各分野の連携の強化と情報共有を通して、課題の解 

決に努めます。 

  ◆施策分野を超えて連携し、生活上の困難や悩みを抱えたときに適切な支援につ 

なげられるよう、総合的、一体的な支援体制を強化します。 

  ◆民生委員・児童委員など地域の相談員の持続的な活動を支援します。民生委員・ 

児童委員など地域福祉の担い手同士や関係機関との連携を強化します。 

  ◆苦情及び要望等の把握に努め、関係機関と連携し、課題の解決に向けて取り組 

みます。 

 

基本施策２  福祉サービス提供体制の充実  

 

基本施策２に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 福祉におけるニーズは、高齢化や障がいの重度化などに伴い増加してきており、福

祉事業者は、福祉サービスを必要とする人が安心してサービスを選択し利用できるよ

う、事業の適正な運営や必要なサービス量の確保、サービスの質の向上を図る必要が

あります。 

 本市においては、越前おおの高齢者福祉計画・介護保険事業計画介護保険事業計画

や障がい福祉計画、こども・若者計画の策定にあたり、本市におけるサービス提供体

制整備の目標やサービスの見込量、目標達成のための方策などを定め、多様化する福
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祉サービスの提供体制の整備を推進しています。 

 また、総合的な相談支援体制の充実に併せ、高齢者や障がいのある人をはじめ、発

達障がいや要保護児童など特別な支援が必要な子どもとその保護者、生活困窮者※1 な

ど、支援を必要とする人が、そのニーズに応じた適切な支援やサービスを組み合わせ

たケアマネジメントにより、地域で安心して自立した生活を送ることができるよう、

市民や支援機関、行政などの共同による包括的な支援体制の構築が求められています。 

 アンケート調査では、「地域福祉施策を充実させるために、優先して取り組んでいく

べきだと思うこと」という問いに対して、「必要な人に、必要な支援をつなげる仕組み

づくり」と回答した人が４７％と、支援の仕組みの充実を求める割合が高くなってい

ます。 

 保健・医療・福祉などの専門機関や地域住民が連携し、地域住民活動やボランティ

アを含めた多様な主体によるサービスを組み合わせた支援ケアマネジメントの充実を

図るとともに、支援に関わる専門職の知識や支援技術の向上、相応の専門性を有した

人材の育成・確保を図ることが重要です。 

 また、高齢者や障がいのある人など支援が必要な人を、適切な支援につなげるため

には、一人一人の状態に配慮した、適切で分かりやすい情報提供に努める必要があり

ます。分かりやすい広報紙やホームページの作成、各種相談員を通じた地域での情報

提供など、効果的な広報の方法を検討していく必要があります。 

 

取り組み内容                              

  ◆保健・医療・福祉の連携体制の構築に向けた課題の抽出と対応策の検討を行い、 

連携強化を図ります。医療や介護が必要であっても、地域で安心して自立した 

生活を送ることができるよう、関係機関や関係職種との連携を促進し、適切な 

支援を実施します。 

  ◆県等が主催する研修に市職員や福祉事務所の職員が継続して参加し、福祉人材 

の育成と確保を図ります。 

  ◆専門員の継続的な研修参加を促し、スキル向上を図ります。 

  ◆広報誌やホームページ、各種相談員、ＳＮＳを利用したわかりやすい情報発信 

に努めます。 

 
※1 生活困窮者 

   就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情により、現に経済的に困窮し、最低

限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者。（生活困窮者自立支援法第３条） 

 

基本施策３  ボランティア・ＮＰＯ活動の促進  

 

基本施策３に関連する SDGs の開発目標  
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現状と課題                               

 高齢者や障がいのある人などの支援が必要な人や子育て世代が、地域で安全に安心

して生活を送るためには、公的なサービスの充実だけでなく、公的なサービスを補完

する、ボランティア、ＮＰＯ法人、社会福祉法人などの活動が不可欠です。 

 大野市社会福祉協議会は、結とぴあ内に「大野市ボランティアセンター」を設置し、

ボランティアの人材育成やボランティア活動の促進を図るとともに、市内のボランテ

ィアグループで構成する「大野市ボランティア活動ネットワーク」を設置し、ボラン

ティア活動の活性化に取り組んでいます。 

 アンケート調査では、４５％の人が何らかのボランティア活動をしたことがあると

回答しており、２６％の人が今後もボランティア活動に参加したいと答えています。 

 ボランティア活動の輪を広げるため、ボランティア体験講座などボランティア活動

へのきっかけづくりや広報・啓発活動の充実、ボランティア活動のコーディネート機

能の強化などに取り組んでいくことが重要です。 

 一方で、ボランティア団体やＮＰＯ法人は活動を維持していくうえで「人材の高齢

化」や「活動資金の確保」といった課題を抱えており、活動の活性化を図るため、団

体が抱えている課題の解決に向け団体自ら主体的に取り組むとともに、市や社会福祉

協議会による支援が必要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆社会福祉協議会が実施するボランティア活動促進事業に支援を行い、人材の育 

成や活動しやすい環境を提供します。 

 

基本施策４  地域包括ケアシステム※2 の深化・推進 

 

基本施策４に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 「２０４０年問題」※3 を見据え、住み慣れた地域で安心して自分らしい暮らしを続

けることができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援

が包括的に確保される体制づくりを進める必要があります。 

 本市においても、在宅医療と在宅介護の連携や認知症対策の推進、介護サービスの

基盤整備と質の向上などを図っていますが、引き続き、地域におけるあらゆる主体に

よる互助の活動を創出するなど、生活支援体制の整備を図り、地域の特性に応じた地

域包括ケアシステムを深化・推進していく必要があります。 
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 また、地域包括ケアシステムの深化・推進により形成される地域ごとのネットワー

クは、子ども・子育て支援、障がい者や生活困窮者の支援などにおいても貴重な社会

資源になると考えられることから、すべての地域住民を対象とした、総合的・包括的

な地域ケアの仕組みとして捉えていくことが重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆在宅医療と介護を切れ目なく一体的に提供するために、多様な職種の連携を推 

進します。 

  ◆健康づくりを意識した事業の充実や、認知症カフェ※4 の開催等による認知症の 

正しい理解の普及啓発と介護者支援を行います。 

  ◆住民主体の生活支援活動に対し補助を行うなど、あらゆる主体が一緒になって、 

総合的・包括的な地域ケアが提供される仕組みづくりを進めていきます。 

 

※2 地域包括ケアシステム 

   高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らし

い暮らしを人生の最期まで続けることができるための、地域の包括的な支援・サービス提供体制。 

※3 ２０４０年問題 

   ６５歳以上の高齢者人口がピークとなり、１．５人の現役世代（生産年齢人口）が１人の高齢世

代を支えるかたちになるという問題。 

 ※4 認知症カフェ 

   認知症の本人やその家族、地域住民、医療・介護の専門職等の誰もが参加でき、相談や交流する

場。 
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  基本目標２ 地域で助け合い、支え合う仕組みづくり 

 

基本施策１  住民主体の結のまちづくり  

 

基本施策１に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 本市では、人と人のつながりを大切にする昔ながらの「結の心」で互いに助け合い

支え合う結のまちづくりに取り組んでいますが、地域福祉を推進するためには、地域

住民や地域の多様な主体が、世代や分野を超えてつながることで、住民一人一人の暮

らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現が重要となってい

ます。 

 アンケート調査では、３２％の人が地域での活動に参加していないと回答しており、

活動に参加しない理由として４３％の人が「仕事のため時間がない」と回答していま

す。 

また、「地域とのつながりは必要だと思うか」の問いには、８６％の人が、「とても

必要」又は「どちらかといえば必要」と回答しており、地域住民のつながりの重要性

を認識していることが伺えます。 

隣近所などでの住民交流や地域活動の活性化は、支え合いのまちづくりに欠かせな

いものであり、高齢者や障がいのある人など支援を必要とする人が地域へ出向き、地

域で受け入れる地域活動に参加することができる環境づくりが重要です。 

 地域コミュニティ活動の活性化に向けては、地域の課題を地域住民自らが解決でき

る住民自治力向上や各地域の個性や資源を活かした地域づくり、人や地域のつながり

の強化などに取り組む団体やグループに対しての支援策として「結の故郷地域が輝く

交付金事業」に取り組んでいます。地区や団体に対して「結の故郷地域が輝く交付金

事業※5」で支援しています。 

 また、高齢者を支える仕組みとして、高齢者が地域とのつながりや生きがいを持ち、

住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、みんなで支え合う地域づくりを目指し、「生

活支援体制整備事業」に取り組んでいます。 

 さらに、地域の身近な支援者として重要な役割を担う民生委員・児童委員や福祉委

員などが、地域課題や情報の共有化など連携の強化や活動しやすい環境づくりなどに

取り組むとともに、幅広い層の人に働きかけ、地域福祉の担い手を育成していく必要

があります。 

 こうした地域の課題解決に向けた取り組みや事業の継続のためには、地域の人がつ

ながり、地域の力が結集する、住民の主体的参画による地域づくりを目指す必要があ



- 40 - 

 

り、各地区の特性を生かした住民主体の組織が公民館を核として地域を運営できる仕

組みづくりに取り組む必要があります。 

 

取り組み内容                              

  ◆地域の将来像を見据える中で、地域で助け合い、支え合う互助仕組みづくりの 

検討や事業の実施を進めていきます。 

  ◆公民館を核として、住民主体の地域づくりを推進します。 

  ◆高齢者や子育て世帯、障がいのある人などを地域で見守る活動を支援します。 

  ◆地域で支援が必要な方人を関係機関へつなぐ役割を担う民生委員・児童委員や 

福祉委員等の担い手を育成していきます。等が活動しやすい環境を整備します。 

 

 ※5 結の故郷地域が輝く交付金事業 

   地域住民の皆様が主体となって取り組む、地域を担う人づくりや地域の活性化、支え合い・助け

合いの仕組みづくりなどの活動に対し、交付金を交付する事業。 

    

基本施策２  心のバリアフリーの推進  

 

基本施策２に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 「心のバリアフリー」とは、全ての人が平等に参加できる社会や環境について考え、

必要な行動を続けることで、誰もが安心して暮らせる社会を築くための取り組みです。 

 アンケート調査では、「地域福祉を充実させるために、優先的に取り組んでいくべき

だと思うこと」という問いに対して、１７％の人が「福祉教育の充実」と答えていま

す。 

 教育委員会では、大野市教育理念「明倫の心を重んじ 育てよう 大野人」を掲げ、

家庭、地域、学校が連携を図りながら、優しく、賢く、たくましい大野人を育成し、

困っている人を自然に手助けすること相手の立場になって考え、進んで思いやりのあ

る行動ができる心を育むため、計画的・継続的な教育を推進しています。 

 大野市社会福祉協議会では、市内の全小中学校の要請に応じて福祉体験講座を実施

するなど、児童・生徒の自発的な福祉活動が展開されるよう支援をしているほか、「福

祉ふれあいまつり」などのイベントを開催し、福祉に対する理解を深める取り組みを

進めています。 

 生涯学習の分野でも、人権啓発活動や、福祉をテーマとした研修会や講演会が行わ

れているほか、大野市社会福祉協議会やその他社会福祉法人などにおいても、福祉に

対する意識を浸透させるための講演会が行われています。 
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 人が育つ環境を整えるため、福祉の体験や学習ができるさまざまな機会の提供や福

祉サービスを利用している人との交流を促進し、地域における福祉教育のすそ野を広

げ、助け合い・支え合いの意識を醸成することが重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆体験教室や障がいのある人との交流を通じて、地域で支え合う福祉について「我 

が事」に変える意識づくりに努めます。 

  ◆福祉イベントなど、実際に体験することで福祉の理解が深められるような啓発 

活動を実施します。 

 

基本施策３  みんなで支え合う地域づくり  

 

基本施策３に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

（１）元気高齢者による地域活動の促進 

 

現状と課題                               

 平均寿命の延伸と少子化の進行による若年人口の減少により高齢化が進み、社会保

障に対する負担が増加していることから、住まい、医療、介護、保健、生活支援が医

療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が一体的に提供される地域

包括ケアシステムの構築を進めています。 

 生活支援においては、地域福祉の担い手として活躍できる元気な高齢者を増やすこ

とが求められています。 

 アンケート調査では、「地域活動に参加していない」と答えた人の理由として、２３％

の人が「健康や体力に自信がない」と答えており、高齢者の健康づくり、生きがいづ

くりの推進が必要です。 

 高齢者が生涯にわたって活躍できるよう、ふくい健康長寿祭やねんりんピックへの

支援、高齢者ふれあいサロンや「フレイル※6 予防」の実施など、スポーツやレクリエ

ーション、趣味の活動を通じた高齢者の生きがい・健康づくりの促進や、高齢者によ

る地域での支え合い活動への支援が重要です。  

 

取り組み内容                              

  ◆文化やスポーツの大会への参加支援を行い、健康で活力のある高齢者が活躍で 

きるよう支援を求めます。 

  ◆高齢者の自主活動の充実を図るとともに、継続的に自主的な運営ができるよう 

支援を行います。 
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 ※6 フレイル 

   加齢により心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下した状態。  
 

（２）若者・子育て世代を応援する体制の整備 

 

現状と課題                               

 近年、出生数の減少や出生率の低下に伴い、急速に少子化が進行しています。核家

族化や地域のつながりの希薄化などから、子どもや子育てを取り巻く環境が厳しくな

っており、子育てに不安や孤立感をもつ保護者も少なくありません。また、仕事と子

育ての両立を支援する環境の整備が求められています。 

 これらの課題に対処し、子育て世代が子育てしやすい社会にしていくためにも、地

域の実情に応じた多様な子育て支援など、新たな取り組みが必要です。 

 本市では、全てのが明るく健やかに育つことができる「こどもイキイキ」なまち、

若者が夢と希望を持って前向きに取り組むことができる「若者ワクワク」なまちを目

指し、「子育てキラリ」な取組を盛り込んだ「大野市こども・若者計画」を令和７年３

月に策定し、子育て世代が安心して子育てできる環境の整備と、すべての子どもが健

やかに育ち、保護者が喜びを感じながら子育てができるまちを目指しています。 

 また、若い人たちが、大野に住んで、結婚して、子育てしたくなるよう、若者支援

や子育て支援の充実に重点的に取り組むため、妊娠期から乳幼児期、学童期、思春期

まで、主に子どもの成長過程に沿った、子育てしやすい地域づくり、職場環境づくり

のための施策を、「大野ですくすく子育て応援パッケージ」としてまとめ、推進してい

ます。 

 若い世代は地域づくりの担い手として大切な存在であり、若者が働き、定住できる

環境の整備を図るとともに、若者が交流し、出会うことができる多様な機会を創出す

るなど、若者にとって魅力のある地域づくりが重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆大野ですくすく子育て応援パッケージで取りまとめた若者支援や子育て支援に 

取り組みます。 

  ◆若者や女性をはじめ、より多くの人たちの参画による地域づくり活動を促進し、 

人づくりや地域間交流を促進していきます。 

 

（３）障がい者差別の解消 

 

現状と課題                               

 障がいのある人が、教育や就労、交通機関や公共施設の利用など、あらゆる面で不

自由さを感じることのない社会環境づくりを進めるため、国では、「障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」に基づき、行政機関や事業者に、

「不当な差別的取り扱いの禁止」や「合理的配慮※7 の提供」を求めています。 

 障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、地域生活支援
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や就労支援など自立した生活ができるよう支援するほか、障がいや障がいのある人に

対する市民の理解を深め、「結の心」でともに助け合い支え合う共生社会の実現が重要

です。 

 本市でも、平成３０年８月に「手話言語条例」を制定し、手話への理解の促進や手

話の普及のほか、障がいの特性に応じた円滑な意思疎通が図られる環境の整備など、

障がいや障がいのある人への理解を深める取り組みを進めています。 

 また、令和６年４月の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」の改正により、民間事業者の「合理的配慮」が義務化されており、障が

いのある人への差別の解消と理解促進に向けてさらなる周知・啓発や取組を促進する

必要があります。 

 

取り組み内容                              

  ◆イベントや研修などを開催し、障がいや障がいのある人への理解を深めます。 

 

 ※7 合理的配慮 

   障がいのある人が、障がいのない人と同じように、教育や就業、そのた社会生活に平等に参加で

きるよう、それぞれの障がい特性や困りごとに合わせて行う個別の調整や配慮のこと。  

 

（４）虐待防止対策  

 

現状と課題                               

 児童や高齢者、障がいのある人への虐待に対して、早期発見、早期対応を図るため

には、相談支援体制の整備が重要です。 

 児童虐待に対しては、要保護児童や要支援児童などの早期発見、適切な支援や保護

を図るため要保護児童対策地域協議会※8 を基盤として、子どもやその保護者に対する

具体的な支援について検討しています。 

 高齢者と障がいのある人に対しては、医療機関、奥越健康福祉センター、警察署、

区長等で構成する高齢者・障害者虐待防止ネットワーク会議を設置し、虐待の予防対

策、早期発見、早期対応及び養護者に対する支援について協議しています。 

 虐待が発生している場合、虐待者が、「指導・しつけ・教育」の名の下に不適切な行

為を続けていることや、被虐待者が、自分のされていることが虐待だと認識していな

いことがあることから、区長や民生委員・児童委員をはじめとする地域の人々による

見守りや関係機関との連携により、虐待の早期発見や早期対応に努め、アフターケア

終結に至るまでの総合的な支援が重要です。  

 

取り組み内容                              

  ◆住民や関係機関と連携し、虐待防止と早期対応に努めます。 

 

 ※8 要保護児童対策地域協議会 

   要保護児童の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るため、関係機関、

関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者その他の関係者により構成される協議会  
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（５）生活困窮などで援助を必要とする人への支援 

 

現状と課題                               

本市においては、「大野市自立相談支援センター ふらっと」を開設し、経済的に

困窮し、生活保護に至る可能性のある人に対し、自立に関する相談、就労に向けた基

礎能力養成や訓練、家計相談などの包括的な相談支援を行っています。 

 アンケート結果では、「今後の生活に不安はあるか」の質問に対し、「不安でたまら

ない」又は「不安がある」と回答した人は５５％と、生活に不安を持っている人が多

いことが伺えます。 

また、生活費に「いつも困っている」又は「困ったことがある」と答えた１８％の

うち、「年金や就労収入はあるが支出が多く、家計が赤字であった」が８５％となって

います。 

 生活困窮に陥る理由はさまざまであり、これまでの高齢者や児童、障がい者といっ

た分野ごとの枠組みを超え、複合化した生活課題の解決に向け、一人一人の状況に合

わせた支援を行う必要があります。 

 また、ひきこもり状態にある生活困窮者についても、関係機関、関係団体との連携

を密にし、住み慣れた地域で円滑な社会生活を送ることができるよう、相談支援体制

の充実を図ることが重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆相談しやすい体制づくりと就労支援により、生活保護に至る前の段階で生活困 

窮者の自立を支援します。 

  ◆生活保護制度を適正に実施し、最低限度の生活の保障と自立の助長を行います。 
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  基本目標３ 安全・安心でいきいき暮らせるまちづくり 

 

基本施策１  快適に暮らせるまちづくり  

 

基本施策１に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

（１）ユニバーサルデザインのまちづくり 

 

現状と課題                               

 障がいのある人が、生活上のあらゆる場面で不自由さを感じることがない社会環境

の整備を進めるため、本市においても、建築物や道路、公園などの整備にあたっては、

歩道の段差解消や身体障がい者用駐車場の確保など、公共施設のユニバーサルデザイ

ン化を推進しています。 

 高齢者や障がいのある人が快適で暮らしやすい生活環境を整備するためには、市民

生活に密着した公共施設や民間施設のユニバーサルデザイン化を進めるとともに、高

齢者や障がいのある人への合理的配慮などについて市民の理解を深め、すべての人が

利用しやすい、ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくりを推進することが重

要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆すべての人が利用しやすい、ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくり 

に努めていきます。 

 

（２）移動にやさしいまち 

 

現状と課題                               

 人口減少・高齢化が進む中、特に地方都市においては、地域の活力を維持するとと

もに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者をはじめとするすべての住民

が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携したコンパクトなまちづくりを進める

ため、立地適正化計画を策定しています。 

 誰もが安心して住み続けられるまちづくりには、交通体系の維持や移動手段の確保

も必要です。 

 アンケート調査では、「現在住んでいる地域に住み続けたい理由」として、「買い物、

移動がしやすいから」と答えた人が３４％、「現在住んでいる地域に住み続けたくない
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理由」として、「買い物、移動がしにくいから」と答えた人が４０％と、安心して生活

するためには、移動手段は重要な要素となっています。安心して暮らし続けるために

は、移動手段が確保され、生活サービスが日常生活圏域で提供されることが重要な要

素になっています。 

 まちづくりと連携した利用しやすい公共交通ネットワークの整備とともに、高齢者

や障がいのある人の心身の状態に合わせ、社会参加を可能にするための外出に必要な

移動支援サービスの充実に努めることが必要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆高齢者や障がいのある人の社会参加のため、外出に必要なタクシー料金の助成 

や、リフト車による移動の支援を行います。 

  ◆住民主体の移動支援活動地域住民が担い手となって活躍できるよう支援を行い 

ます。 

 

（３）健幸でいきいき暮らせるまち 

 

現状と課題                               

 高齢になっても心身ともに健康でいるために、一人ひとりが自らの健康は自らがつ

くるという意識を高め、主体性を持って継続的に健康づくりに努めることが重要です。

生涯を通じて、元気で心豊かに、安心して暮らすためには、個人の努力に加え、企業

や団体、学校などが協力し、社会全体で健康を支援する必要があります。 

 介護や支援が必要な状態に陥らないよう、健康診断や特定健診やがん検診などの積

極的な受診の勧奨や、特定保健指導などを通じて、健康増進や病気の早期発見・早期

治療につなげるとともに、ウォーキング事業や各種スポーツ教室などにより、継続し

て健康づくりに取り組める環境を整え、市民の参加を促進することが大切です。日々

の食事や運動習慣に対する意識の向上を図るとともに、健康教室やスポーツ教室など

人々と交流しながら自分が楽しみ、心身ともに健康で活動できる場の提供などに取り

組むことが大切です。 

 また、広報誌やホームページ、ＳＮＳなどを活用して、健康意識の向上などに関す

る情報を発信していく必要があります。 

 また、地域活動やボランティア活動への参加には、活動する本人が健康であること

が大切です。 

 市民が元気で心豊かに、安心していきいきと暮らすことができるよう、自主的に自

然と健康づくりに取り組めるきっかけづくりや健康づくりの気運の醸成を推進する必

要があります。 

 それに加え、障がいのある人は、就労や通所以外の余暇活動や地域活動の場が乏し

く、孤立しやすい状況であるため、障がいの有無にかかわらず、共に楽しめる交流の

場づくりを検討する必要があります。 
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取り組み内容                              

  ◆ウォーキングなど、自主的に健康づくりに取り組める環境を整えます。 

  ◆各種スポーツ教室などを開催し、生涯スポーツの普及を推進します。 

  ◆障がいのある人のニーズにあった居場所づくりに努めます。 

 

基本施策２  暮らしの安全・安心  

 

基本施策２に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

（１）災害時の支援体制の整備 

 

現状と課題                               

 地域のコミュニティ機能が低下しつつあり、核家族化や高齢化の進行により、災害

時における要配慮者（高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者）の適

切な避難誘導や安否確認等をいかにして行うかが重要な課題となっています。  

 アンケート調査では、「災害のとき、身近に助けてくれる人や相談できる人がいます

か」の問いに対し、「いない」と答えた人が１９％となっており、災害時に手助けが必

要な人が一定数いることが確認できます。 

 本市では、平成２８年３月に策定した「大野市避難行動要支援者の避難支援プラン

作成計画」に基づき、避難行動要支援者※9 一人ひとりの避難支援プランの作成を進め

てきましたが、令和３年５月の災害対策基本法の一部改正により、新しい「避難行動

要支援者の避難行動支援に関する取組指針」が示されたことから、令和５年２月に改

定を行い、避難行動要支援者の対象となる者の範囲や優先度を踏まえた避難支援プラ

ンの作成方針を設定するとともに、関係機関・団体などの役割を明確にしています。 

 関係部局や関係機関が連携し、避難行動要支援者の把握を行い、自主防災組織や民

生委員･児童委員の協力のもと介護支援専門員や障害者相談支援専門員などの福祉専

門職、奥越健康福祉センターと連携して、避難支援プランの作成を促進していくとと

もに、に取り組んでいます。作成した避難支援プランや避難行動要支援者名簿やを、

自主防災組織や民生委員・児童委員、福祉委員等と共有し、災害時への備えとするこ

とに加え、避難支援プランを活用した防災避難訓練の実施を促進し、や平時からの見

守り体制、活動への活用を呼びかけています。災害発生時の速やかな安否確認とや避

難支援体制避難支援を地域で行えるよう支援すること、要配慮者のうち真に支援が必

要な方が福祉避難所に直接避難できる仕組みづくりを推進を整備する必要があります。 

 また、過去の災害を通じて、人と人との絆の大切さ、地域ぐるみによる日ごろから

の備えの大切さについて学んでおり、災害時のボランティアの受け入れや派遣の体制

づくりを整えています。 

 大野市総合防災訓練においても、災害ボランティアセンターの設置と運営訓練を併
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せて実施し、災害を想定した体制の検証を行っています。 

 しかしながら、災害発生時には、高齢者や障がいのある人、妊婦や乳幼児など要配

慮者が、通常の福祉サービスなどの提供を十分に受けることができないことや避難生

活が困難になることも想定されるため、ます。それぞれの特性によって必要な配慮や

支援が異なるため、こうしたニーズに的確に対応できる多様な視点による避難所環境

の整備や専門技術型ボランティアの育成支援体制づくりが必要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆避難行動支援プランの作成を促進します。 

  ◆あらゆる機会において避難訓練の実施を周知し、自主防災組織による避難支援 

プランを活用した避難訓練の実施を促進します。 

  ◆要支援者のニーズに対応した多様な特性に配慮した避難所環境の整備を検討推 

進します。 

  ◆真に支援が必要な方が福祉避難所に直接避難できる仕組みづくりを推進します。 

 

 ※9 避難行動要支援者 

   高齢者、障がい者、乳幼児などの要配慮者のうち、災害が発生しまたは災害が発生するおそれの

ある場合に、自ら避難することが困難な人で、その円滑かつ迅速な非難の確保を図るために特に支

援が必要な人 

 

（２）交通安全対策の推進・消費者被害の防止 
 

現状と課題                               

市内の交通事故件数は減少傾向にありますが、障がいのある人や高齢者、児童など

の交通弱者の安全に向けて、市や警察などの関係機関が連携して交通安全対策や各年

齢層に合わせた交通安全教育を行い、市民一人一人の交通安全の意識の高揚を図るな

ど、総合的な交通安全対策が必要です。 

また、インターネット取引に関する被害や特殊詐欺など、消費者トラブルは複雑か

つ多様化しています。このため、相談窓口の強化や消費者教育の推進を図り、安心し

て消費生活ができる環境をつくることが重要となっています。 

 

取り組み内容                              

 ◆各世代において、交通安全教育を実施します。 

 ◆複雑化、多様化する消費者問題について、市民が消費者トラブルに巻き込まれ 

ないよう消費者への情報提供や消費者教育を実施します。 

 

（３）再犯防止に対する理解と促進 

 

現状と課題                               

 近年、犯罪の検挙者数が減少している一方で再犯者数の割合は増加しているため、

再犯を防止することが重要な課題となっており、様々な要因により犯罪等を起こした

人々が地域社会で孤立しないためには、国、地方公共団体、民間事業者が一丸となっ
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た支援に取り組むことが求められています。 

再犯防止等は、地域住民にとって必ずしも身近ではないため、関心と理解を得にく

く、十分に認知されていない現状です。再犯防止と犯罪等をした人々を支援するには、

行政と地域の関係団体が主体となり、地域住民が現状を把握し、理解を得られるよう

な施策が必要です。 

これらのことから、犯罪等を起こした人々の立ち直りを支援し、円滑に社会の一員

として復帰できるよう再犯防止の推進に向けて取組み、多岐にわたる再犯防止施策と

して、住居、就労、福祉等の社会復帰に必要なサービスの提供や、保護司会などの関

係機関や民間団体とも一層の連携強化を図ることで、地域が一体となって誰もが安心

して暮らせる犯罪が起きにくいまちづくりをめざします。 

 

取り組み内容                              

  ◆更生保護団体との活動支援を継続するとともに、関係機関との連携強化を進め 

ていきます。 

  ◆保護司会と連携して「社会を明るくする運動」の推進と地域の理解促進に努め 

ます。 
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  計画の推進に向けて 

１ 計画の推進体制の整備  

 本計画の着実かつ効果的な推進を図るため、庁内の保健、福祉、医療、教育、労働、

まちづくりなどの関係部局の連携を強化するとともに、「第六次大野市総合計画」や「越

前おおの高齢者福祉計画」「大野市こども・若者計画」「大野市障がい者計画」などの

関連計画との整合性を図りながら各施策の円滑な推進を図ります。  

 

 

２ 関係機関・団体等との連携  

 本計画を推進していくために、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、自治会、地

域関係団体、サービス事業者などとの連携を図ります。 

 特に、地域福祉を推進するための中心的な役割を担っている大野市社会福祉協議会

との連携は欠かせません。本計画は、大野市社会福祉協議会が策定する「地域福祉活

動計画」と相互に連携しながら、施策を推進します。 

 また、社会保障制度改革などの動向を見極めつつ、国や県、近隣自治体と連携し広

域的な課題や共通する問題に適切に対応するなど、効果的な施策の推進を図ります。  

 

 

３  計画の評価  

 「越前おおの高齢者福祉計画」「大野市こども・若者計画」「大野市障がい者計画」

などの各関連計画の進捗状況などの分析・評価を総合的に検証し、本計画に基づく施

策の進捗状況の定期的な確認を行うことにより、施策をより効果的に推進します。 

 また、計画の中間年と最終年には評価を行い、実施計画の進捗状況を検証するとと

もに、次期計画に反映していきます。 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

    

 

 

中間評価  

  

 

 

最終評価  

次期計画策定  

 

  

第四次計画 

第五次計画 
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  基本目標 こころの健康を支え、いのちをまもる地域づくり 

 

 

 

基本施策１に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 自殺は、社会情勢を含め様々な要因が複雑に関係し、自殺を選択するしかないほど

に追い込まれた末に起こりますが、問題を抱える人の心情や背景は、周囲に理解され

にくいことや、相談機関や周囲の人へ相談することに抵抗を感じ、一人で問題を抱え

てしまうことが多いと言われています。 

しかし、自殺は、個人の問題としてではなく、社会全体の問題として捉え、対応し

ていかなければなりません。そのため、市民一人ひとりに自殺予防に関する理解を促

し、知識を深めていただくとともに、問題を抱える人に対しては、支援を求めること

の大切さを理解してもらう必要があります。 

また、ストレス対策、ストレスに起因するうつ病など、こころの病などについて市

民の正しい理解を深めることも重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆自殺予防週間（９月）・自殺対策強化月間（３月）に合わせた啓発活動に努めま 

す。 

  ◆こころの病に対する正しい理解を図るための情報提供と啓発の促進に努めます。 

  

 

  

基本施策１  自殺予防に向けた普及啓発の促進  

第３部 自殺対策計画  
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基本施策２に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 自殺予防のためには、自殺に追い込まれる背景となっている様々な要因を解決する

ことが重要ですが、その背景は複雑に関係し、多岐に渡ります。複合的な課題に対応

するため、様々な分野で支援を行う関係機関とのネットワークづくりが重要です。 

 アンケート調査では、「自殺をなくすために、どんな取組が有効だと思いますか」の

質問に対し、「様々な悩みに対応した相談窓口」が５０％、「生活困窮に対する相談、

支援」が３９％、「高齢者や障がいのある人、病気の人や介護者に対する相談、支援」

が３８％となっており、問題を抱える人が、適切な相談場所窓口につながり、問題解

決に向けた取組を行うことができるよう各種相談・支援の充実を図る必要があります。 

また、自殺を考えている人は、悩みを抱え込みながらも何らかのサインを発してい

ることが少なくないとされています。それらの悩んでいる人に気づき、声をかけ、話

を聞いて、必要な支援につなぐことができるゲートキーパー※1 の役割を担う人材を養

成することが重要です。 

 

取り組み内容                              

  ◆関係機関の連携強化等により、包括的な相談支援体制を充実させます。 

  ◆地域のみならず、職域におけるゲートキーパー研修の実施に努めます。 

 

 ※1 ゲートキーパー 

   自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、

必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、「命の門番」とも位置付けられる

人。 

  

基本施策２  自殺予防のための相談・支援の充実  
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基本施策３に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

令和７年６月に、「自殺対策基本法の一部を改正する法律」が公布され、子どもに係

る自殺対策を社会全体で取り組むことが基本理念に明記されました。 

子どもが、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、

置かれている環境等にかかわらず、その権利利益の擁護が図られ、将来にわたって健

康で心豊かな生活を送ることができる社会の実現を目指し、関係機関と連携して取り

組む必要があります。 

アンケート調査では、「自殺をなくすためにはどんな取組が有効だと思うか」の質問

に対し、「ひきこもりや不登校の相談、支援」が３７％、「学校でのカウンセリング」

が３８３３％、「職場でのメンタルヘルス対策」が３２％となっており、ライフステー

ジに合わせた相談支援体制の充実を図る必要があります。 

働く世代では、職場の人間関係や長時間労働、転勤や異動といった職場環境の変化

や、勤務上の問題をきっかけに退職や失業に至り、生活困窮や多重債務といった問題

が発生し、最終的に自殺のリスクが高まるケースは少なくないため、適切な相談先や

支援先につながることができる相談体制の強化や相談窓口の周知、職場におけるメン

タルヘルス対策の推進が重要となっています。 

高齢者は、生きがいや役割の喪失、介護や生活困窮などの問題を抱え込んだり、家

族との死別や離別などにより、社会的な孤立や孤独に陥ったり、閉じこもりや抑うつ

状態になりやすいことから、一人一人が健康で生きがいや役割を持ちながら生活でき

るよう、生きがい活動や社会参加への支援、地域での支え合いや相談体制の充実など

が必要です。 

また、家族や介護従事者などの支援者には、さまざまな相談・支援機関に関する情

報の周知を図り、介護にかかる負担の軽減を図るともに、一人で抱え込まないよう早

期発見・支援へとつなぐなどの対策が大切になっています。 

 

取り組み内容                              

  ◆学校や教育委員会、児童相談所等の関係機関と連携し、子どもの自殺の防止に 

努めます。 

  ◆企業におけるメンタルヘルス対策の実施や、相談窓口の設置などを推進します。 

  ◆高齢者の生きがいづくりや、地域でのつながりづくりのため、通いの場の充実 

や見守り活動等を行います。高齢者や障がいのある人の情報交換の場や、地域 

基本施策３  世代の特性に応じた施策の推進  
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での生きがいづくりと仲間の輪を広げられる通いの場づくりを推進します。 

  ◆認知症高齢者の家族や今後増える可能性のあるヤングケアラー※2 を含む家族 

介護者の負担軽減のための支援を行うとともに、早期に相談につながるよう、  

相談窓口の普及啓発に努めます。  

 

 ※2 ヤングケアラー 

   本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども・若者のこ

と。  
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  基本目標 住み慣れた地域で、自分らしい生活を守るための体制

づくり  

 

 

 

 

基本施策１に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 アンケート結果では、５９％の人が成年後見制度の内容を「知らない」又は「名前

は聞いたことがあるが内容は知らない」と回答していることから、成年後見制度の仕

組みや活用方法、相談窓口など、具体的に分かりやすく説明する機会を作ることが必

要です。 

今後、認知症高齢者やひとり暮らし高齢者等の増加が見込まれ、成年後見制度を必

要とする人の増加も見込まれますが、制度の周知・啓発が十分に行われていないこと

で、制度の利用を希望する人が必要なタイミングで、制度利用の選択肢を選ぶことが

できない可能性が高くなってしまいます。 

各地区で成年後見制度に関する講演会やパンフレットを配布するなど啓発に努めて

いますが、地域全体に制度の周知啓発を図ることにより、地域で信頼され、かつ安心

して利用できる地域全体で支え合う制度として適正に運用されるよう、制度の理解促

進に取り組む必要があります。 

 

取り組み内容                              

  ◆広報紙、ホームページ、パンフレット等に制度に関する情報を掲載し、市民に 

対して周知を行います。 

  ◆関係団体や関係機関と連携し、市民に対するして成年後見制度や相談体制等の  

周知と啓発を推進し、利活用を促進します。 

   

 

基本施策１  成年後見制度に関する理解の促進  

第４部 成年後見制度利用促進計画  
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基本施策２  成年後見制度等の利用促進  

 

基本施策２に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でな

い人の権利を擁護し、その人の希望する生活や財産管理を支援するための制度です。

また、日常生活自立支援事業では、ある程度判断能力はあるが、契約や金銭の管理な

どに不安を抱える人を対象に、福祉サービスの利用支援や日常的な金銭管理などを支

援しています。 

 アンケート結果では、６８％の人が、成年後見制度の利用について、「利用したくな

く、自分には必要ない」又は「わからない」と回答していますが、今後、認知症高齢

者やひとり暮らし高齢者、「親亡き後」の障がい者等の増加により、第三者や市長申立

てによる成年後見制度の支援が必要となる人が増えてくると考えられます。  

高齢認知症や障がいがあっても、住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活を

続けていくことができるよう、成年後見制度の仕組みや重要性を周知し、地域におい

て支援の必要な人の把握、必要な相談・支援につなげることが重要です。  

 

取り組み内容                              

  ◆成年後見制度の相談窓口の周知を行い、円滑な制度利用を促進します。 

  ◆成年後見人が不足しないよう、市民後見人や法人後見などの新たな担い手の確 

保に向けた取り組みの推進に努めます。 

  ◆日常生活自立支援事業の利用者が判断能力の低下による成年後見制度への移行 

がスムーズに行えるよう、関係機関と連携します。  
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基本施策３に関連する SDGs の開発目標  

 

 

 

 

現状と課題                               

 成年後見制度等の支援が必要な人を適切に福祉サービス等につなげていくためには、

市民、行政、社会福祉協議会、関係団体や関係機関とのネットワークを構築し、地域

の資源を有効に活用した一体的な連携・協力体制を築くことが重要です。  

 大野市社会福祉協議会では、金銭管理をはじめとした生活全般の支援を行う日常生

活自立支援事業を実施していますが、平成３１年４月に生活あんしんセンター「結は

あと」を設置し、成年後見制度の啓発や広報、相談業務、法人後見事業などを実施し

ています。また、令和４年４月には、成年後見制度の利用促進に中心的な役割を担う

「中核機関」の業務を「結はあと」に整備しています。 

支援が必要な人の早期発見や早期支援、早期の段階からの相談対応体制の整備、意

思決定支援や身上保護を重視した支援体制を確かなものとするため、関係者による連

絡会や会議を開催する等、既存の連携体制をさらに強化したネットワークの構築に取

り組みむ必要があります。  

 

取り組み内容                              

  ◆市民、行政、社会福祉協議会、関係団体等が連携・協力し、支援を必要とする 

人を早期に発見し、適切な支援につなげるネットワークを構築します。 

  ◆成年後見制度等の利用促進に向け、中核機関の更なる機能強化を図ります。 

 

 

基本施策３  利用促進に向けた環境整備  



【回答される方について】

（１）年齢
回答数 構成比

2 1%
20 6%
25 8%
46 14%
57 18%
70 22%
83 25%
19 6%
0 0%

322 100%

（２）性別
回答数 構成比
130 40% 63 37% 67 45%
173 54% 97 56% 76 51%

回答を希望しない 1 0% 0 0% 1 1%
18 6% 12 7% 6 4%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
36 11% 17 10% 19 13%
100 31% 25 15% 75 50%
24 7% 2 1% 22 15%
45 14% 29 17% 16 11%
23 7% 17 10% 6 4%
8 3% 0 0% 8 5%
20 6% 20 12% 0 0%
55 17% 54 31% 1 1%

その他 9 3% 6 3% 3 2%
2 1% 2 1% 0 0%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
31 10% 24 14% 7 5%
69 21% 52 30% 17 11%
140 43% 59 34% 81 54%
64 20% 27 16% 37 25%
15 5% 8 5% 7 5%
3 1% 2 1% 1 1%

322 100% 172 100% 150 100%合計

１人（単身）
１世代（夫婦のみ）
２世代世帯（親と子）
３世代世帯（親と子と孫）
その他の世帯
無回答

農業
無職

無回答
合計

（４）世帯構成
60歳以上 60歳未満

自営業
会社員
公務員
パート・アルバイト
家事専業
学生

女

無回答
合計

（３）職業
60歳以上 60歳未満

無回答
合計

60歳以上 60歳未満
男

30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
80歳代以上

市民アンケート調査結果

質問１　回答される方のことを教えてください

19歳以下
20歳代



回答数 構成比
145 45% 68 40% 77 51%
72 22% 39 23% 33 22%
15 5% 9 5% 6 4%
11 3% 7 4% 4 3%
39 12% 25 15% 14 9%
24 7% 16 9% 8 5%
7 3% 5 3% 2 1%
1 0% 1 1% 0 0%
1 0% 0 0% 1 1%
7 3% 2 1% 5 3%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
33 10% 17 10% 16 11%
10 3% 6 3% 4 3%
2 1% 2 1% 0 0%

267 83% 139 81% 128 85%
12 3% 9 5% 3 2%
324 100% 173 100% 151 101%

【日常生活のことについて】

回答数 構成比
139 43% 81 47% 58 39%
146 45% 74 43% 72 48%
23 7% 9 5% 14 9%
14 5% 8 5% 6 4%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
255 79% 133 77% 122 81%
143 44% 54 31% 89 59%
27 8% 20 12% 7 5%
46 14% 7 4% 39 26%
36 11% 23 13% 13 9%
34 11% 25 15% 9 6%
2 1% 2 1% 0 0%
4 1% 1 1% 3 2%
16 5% 10 6% 6 4%
10 3% 5 3% 5 3%
6 2% 4 2% 2 1%
3 1% 3 2% 0 0%

582 181% 287 167% 295 197%合計

民生委員・児童委員、福祉委員
学校、保育所や認定こども園
どこに相談してよいかわからない
誰かに相談したいとは思わない
その他
無回答

家族や親せき
友人、知人
隣近所の人
職場の人
ケアマネジャーや相談支援専門員など福祉サービスに関する相談先

市役所や社会福祉協議会などの窓口

わからない
無回答
合計

質問３　悩みや不安について相談する相手、または悩んだときに相談したい相手は誰ですか。
　　　　　（いくつでも〇）

60歳以上 60歳未満

質問２　日常生活で、悩んでいることや不安なことはありますか。
60歳以上 60歳未満

ある
ない

高齢（６５歳以上）の家族の介護をしている
障がいのある家族の介護をしている
病気の家族の介護をしている
介護はしていない
無回答
合計

五箇地区
和泉地区
無回答
合計

（６）介護をしている家族の有無
60歳以上 60歳未満

下庄地区
小山地区
乾側地区
上庄地区
富田地区
阪谷地区

（５）居住地域
60歳以上 60歳未満

大野地区



回答数 構成比
88 27% 38 22% 50 33%
19 6% 16 9% 3 2%
81 25% 49 28% 32 21%
14 4% 9 5% 5 3%
47 15% 25 15% 22 15%
4 1% 3 2% 1 1%
13 4% 9 5% 4 3%
133 41% 70 41% 63 42%
399 124% 219 127% 180 120%

回答数 構成比
36 11% 24 7% 12 8%
109 34% 40 12% 69 46%
170 53% 102 32% 68 45%
7 2% 6 2% 1 1%

322 100% 172 53% 150 100%

回答数 構成比
83 26% 38 22% 45 30%
59 18% 41 24% 18 12%
163 51% 78 45% 85 57%
17 5% 15 9% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
70 48% 30 50% 40 47%
60 41% 32 53% 28 33%
43 30% 23 38% 20 24%
43 30% 23 38% 20 24%
41 28% 19 32% 22 26%
47 32% 25 42% 22 26%
11 8% 7 12% 4 5%
14 10% 7 12% 7 8%
3 2% 2 3% 1 1%

332 229% 168 280% 164 193%

回答数 構成比
8 2% 4 2% 4 3%
26 8% 14 8% 12 8%
13 4% 5 3% 8 5%
23 7% 6 3% 17 11%
230 71% 123 72% 107 71%
24 7% 21 12% 3 2%
324 101% 173 101% 151 101%

以前、友人にひきこもりや不登校をしていた人がいた

いない
無回答
合計

60歳以上 60歳未満
家族に、ひきこもりや不登校の人がいる
以前、家族にひきこもりや不登校をしていた人がいた

友人に、ひきこもりや不登校の人がいる

友人や知人の期待に応えることができた
身近な地域の課題を改善できた
その他
合計

質問８　家族や友人に、ひきこもりや不登校の経験がある人がいますか。（いくつでも〇）

社会や他人の役に立った
他の人との交流機会や人的なネットワークができた

自分自身の知識や経験を活かせた
楽しい、充実した時間をもつことができた
自分自身の向上や自信につながった
感謝してもらえた

無回答
合計

質問７　ボランティア活動をしたことがある方は、活動に参加してよかったと思うことを教えてください。
　　　　　（いくつでも○）

60歳以上 60歳未満

60歳以上 60歳未満
活動したい
活動したいとは思わない
わからない

現在、活動している
以前、活動したことがある（今はしていない）
したことがない
無回答
合計

質問６　今後、ボランティア活動に参加したいと思いますか。

無回答
合計

質問５　ボランティア活動をしたことがありますか。
60歳以上 60歳未満

ボランティア活動
地域の活動（地域の老人会、壮年会、女性の会、育成会など）

市や地域の社会福祉協議会での活動
友人・知人との任意の活動
子育てや介護、障がいへの支援など、共通した課題を持つ仲間との活動

その他

質問４　活動している組織や仲間がありますか。　（いくつでも○）
60歳以上 60歳未満

趣味、スポーツ、学習などのサークル活動



回答数 構成比
187 58% 82 48% 105 70%
88 27% 51 30% 37 25%
47 15% 39 23% 8 5%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
281 87% 143 83% 138 92%
121 38% 46 27% 75 50%
137 43% 46 27% 91 61%
140 43% 83 48% 57 38%
75 23% 36 21% 39 26%
34 11% 23 13% 11 7%
28 9% 17 10% 11 7%
11 3% 0 0% 11 7%
13 4% 9 5% 4 3%
4 1% 3 2% 1 1%
6 2% 5 3% 1 1%

850 264% 411 239% 439 293%

【地域での助け合い、支え合いについて】

回答数 構成比
75 23% 47 27% 28 19%
49 15% 35 20% 14 9%
21 7% 17 10% 4 3%
171 53% 111 65% 60 40%
163 51% 71 41% 92 61%
18 6% 6 3% 12 8%
8 2% 5 3% 3 2%

505 171% 292 170% 213 142%

回答数 構成比
2 11% 2 29% 0 0%
6 33% 1 14% 5 45%
8 44% 3 43% 5 45%
2 11% 1 14% 1 9%
0 0% 0 0% 0 0%
18 100% 7 100% 11 100%

回答数 構成比
117 36% 76 44% 41 27%
160 50% 70 41% 90 60%
5 2% 3 2% 2 1%
33 10% 17 10% 16 11%
0 0% 0 0% 0 0%
7 2% 6 3% 1 1%

322 100% 172 100% 150 100%合計

とても必要
どちらかと言えば必要
不要
必要だと考えるが特につながりを望んでいない
その他
無回答

関わりたいが日常生活などで忙しい
その他
無回答
合計

質問１３　地域とのつながりは、必要だと思いますか。
60歳以上 60歳未満

質問１２　質問１１で、「特に関わらない」と回答された方におたずねします。その理由を教えてください。
　　　　　　（一つに〇）

60歳以上 60歳未満
関わることを望んでいない
適当な人がいない

ときどき家を訪問する	
会えば立ち話などの会話をする
挨拶を交わす程度
特に関わらない
無回答
合計

質問１１　あなたは、現在、地域の人とどのようなお付き合いをしていますか。（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

困ったときに助け合う	
困ったことがあれば相談する

ボランティアなど地域の活動でのつながり
ＳＮＳで知り合った人とのつながり
特にない
その他
無回答
合計

家族や親族とのつながり
学校（時代）の友人とのつながり
仕事でのつながり
隣近所とのつながり
趣味やサービスでのつながり
医療・福祉・介護等のサービス提供者とのつながり

いる
いない
無回答
合計

質問１０　日常生活のなかで、大切にしているつながりを教えてください。（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

質問９　家族や友人が、ひきこもりや不登校になった場合、相談できる人はいますか。
60歳以上 60歳未満



回答数 構成比
73 23% 38 22% 35 23%
185 57% 105 61% 80 53%
41 13% 15 9% 26 17%
16 5% 7 4% 9 6%
1 0% 1 1% 0 0%
6 2% 6 3% 0 0%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
212 66% 126 73% 86 57%
103 32% 40 23% 63 42%
7 2% 6 3% 1 1%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
179 84% 105 83% 74 86%
107 50% 58 46% 49 57%
70 33% 36 29% 34 40%
35 17% 5 4% 30 35%
7 3% 1 1% 6 7%
27 13% 17 13% 10 12%
33 16% 32 25% 1 1%
27 13% 19 15% 8 9%
17 8% 13 10% 4 5%
0 0% 0 0% 0 0%

502 237% 286 227% 216 251%

回答数 構成比
44 43% 9 23% 35 56%
14 14% 7 18% 7 11%
26 25% 10 25% 16 25%
24 23% 18 45% 6 10%
15 15% 2 5% 13 21%
8 8% 3 8% 5 8%
7 7% 1 3% 6 10%
3 3% 1 3% 2 3%
9 9% 2 5% 7 11%
4 4% 2 5% 2 3%

154 150% 55 138% 99 157%

回答数 構成比
60 19% 37 22% 23 15%
244 76% 119 69% 125 83%
18 5% 16 9% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

知っている
知らない
無回答
合計

無回答
合計

質問１８　市内では、公民館ごとに福祉活動を行っている第二層協議体が組織されていることを知って
　　　　　　いますか。

60歳以上 60歳未満

健康や体力に自信がない
地域活動に関する情報がない
経済的負担ができない
地域活動に関わりたくない
地域活動は必要ないと思う
その他

60歳以上 60歳未満
仕事のため時間がない
家事や介護のため時間がない
興味のもてる地域活動がない

老人会活動
女性団体活動		
その他
無回答
合計

質問１７　質問１５で「参加していない」と答えた方　参加していない理由（いくつでも〇）

一斉清掃、資源回収
祭り
運動会、スポーツ大会	
子ども会、育成会活動
青年会活動
壮年会活動

無回答
合計

質問１６　質問１５で「参加している」と答えた方　参加している地域活動（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

質問１５　あなたは地域活動に参加していますか。
60歳以上 60歳未満

参加している
参加していない

まあ満足している
あまり満足していない
満足していない
その他
無回答
合計

質問１４　現在住んでいる地域での暮らしに満足していますか。
60歳以上 60歳未満

満足している



回答数 構成比
267 83% 158 92% 109 73%
48 15% 7 4% 41 27%
7 2% 7 4% 0 0%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
185 57% 113 66% 72 48%
128 40% 50 29% 78 52%
9 3% 9 5% 0 0%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
できる 262 86% 140 90% 122 82%
できない 42 14% 16 10% 26 18%
できる 178 60% 96 64% 82 55%
できない 120 40% 53 36% 67 45%
できる 113 40% 59 42% 54 37%
できない 173 60% 80 58% 93 63%
できる 183 62% 97 67% 86 58%
できない 110 38% 47 33% 63 42%
できる 128 44% 62 45% 66 44%
できない 160 56% 77 55% 83 56%
できる 155 54% 68 48% 87 59%
できない 134 46% 73 52% 61 41%
できる 66 23% 27 19% 39 27%
できない 221 77% 113 81% 108 73%
できる 61 21% 33 24% 28 19%
できない 226 79% 107 76% 119 81%
できる 20 7% 8 6% 12 8%
できない 265 93% 130 94% 135 92%
できる 34 19% 12 15% 22 22%
できない 142 81% 66 85% 76 78%

短時間の子どもの預かり

送迎・付き添い

病気のときの看病

その他

合計

安否確認の声掛け

話し相手

悩みごとの相談

ごみ出し

ちょっとした家事（買物、電球交換など）

玄関前の除雪

知っている
知らない
無回答
合計

質問２１　地域で困っている世帯があった場合、あなたが手助けできることは何ですか。（どちらかに〇）
60歳以上 60歳未満

知っている
知らない
無回答
合計

質問２０　行政区ごとに、福祉委員がいることを知っていますか。
60歳以上 60歳未満

質問１９　地域には、民生委員・児童委員がいることを知っていますか。
60歳以上 60歳未満



回答数 構成比
してほしい 71 25% 39 28% 32 22%
いらない 214 75% 102 72% 112 78%
してほしい 49 17% 31 22% 18 13%
いらない 233 83% 107 78% 126 88%
してほしい 40 14% 24 18% 16 11%
いらない 239 86% 112 82% 127 89%
してほしい 18 6% 8 6% 10 7%
いらない 259 94% 126 94% 133 93%
してほしい 17 6% 10 7% 7 5%
いらない 261 94% 124 93% 137 95%
してほしい 51 18% 30 22% 21 14%
いらない 233 82% 109 78% 124 86%
してほしい 10 4% 2 2% 8 6%
いらない 266 96% 130 98% 136 94%
してほしい 16 6% 10 7% 6 4%
いらない 261 94% 124 93% 137 96%
してほしい 16 6% 13 9% 3 2%
いらない 264 94% 124 91% 140 98%
してほしい 10 5% 8 9% 2 2%
いらない 198 95% 84 91% 114 98%

回答数 構成比
80 25% 37 22% 43 29%
104 32% 53 31% 51 34%
117 36% 63 37% 54 36%
21 7% 19 11% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
128 40% 86 50% 42 28%
54 17% 24 14% 30 20%
143 44% 51 30% 92 61%
63 20% 28 16% 35 23%
106 33% 53 31% 53 35%
72 22% 41 24% 31 21%
76 24% 47 27% 29 19%
2 1% 0 0% 2 1%
9 3% 6 3% 3 2%
30 9% 26 15% 4 3%
683 212% 362 210% 321 214%

無回答
合計

他人に干渉され、プライバシーが守られないこと
日中、地域を離れている人が多いこと
地域に関心のない人が多いこと
地域での交流機会が少ないこと
地域での助け合い、支え合いは必要ない
その他

60歳以上 60歳未満
近所づきあいが少ないこと
自治会や地域活動に参加しにくい雰囲気があること
仕事や家事が忙しく、地域社会での活動に参加する余裕がないこと

ある
ない
わからない
無回答
合計

質問２４　地域で、お互いに力を合わせて住みよい地域社会を実現していくうえで問題となることは何だと
　　　　　　思いますか。　（いくつでも〇）

その他

合計

質問２３　地域で支えられた、助けられたと感じたことはありますか。

60歳以上 60歳未満

ごみ出し

ちょっとした家事（買物、電球交換など）

玄関前の除雪

短時間の子どもの預かり

送迎・付き添い

病気のときの看病

60歳以上 60歳未満

安否確認の声掛け

話し相手

悩みごとの相談

質問２２　あなたが現在、地域の人に手助けしてほしいことはどんなことですか。（どちらかに〇）



回答数 構成比
129 40% 76 44% 53 35%
92 29% 45 26% 47 31%
50 15% 18 10% 32 21%
17 5% 5 3% 12 8%
34 11% 28 16% 6 4%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
190 86% 110 91% 80 80%
53 24% 33 27% 20 20%
58 26% 39 32% 19 19%
74 34% 48 40% 26 26%
6 3% 4 3% 2 2%
16 7% 4 3% 12 12%
70 32% 46 38% 24 24%
8 4% 4 3% 4 4%
6 3% 1 1% 5 5%

481 219% 289 239% 192 192%

回答数 構成比
22 33% 5 22% 17 39%
8 12% 4 17% 4 9%
5 7% 2 9% 3 7%
27 40% 9 39% 18 41%
14 21% 4 17% 10 23%
9 13% 1 4% 8 18%
0 0% 0 0% 0 0%
22 33% 6 26% 16 36%
3 4% 2 9% 1 2%

110 164% 33 143% 77 175%

【災害が起こった場合のことについて】

回答数 構成比
284 88% 152 88% 132 88%
29 9% 12 7% 17 11%
9 3% 8 5% 1 1%

322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
148 46% 79 46% 69 46%
86 27% 39 23% 47 31%
63 19% 32 19% 31 21%
25 8% 22 13% 3 2%
322 100% 172 100% 150 100%

助けてくれる人がいる
相談できる人がいる
いない
無回答
合計

知っている
知らない
無回答
合計

質問２７　災害のとき、身近に助けてくれる人や相談できる人がいますか。
60歳以上 60歳未満

自然環境が少ないから
その他
無回答
合計

質問２６　地域の避難場所を知っていますか。
60歳以上 60歳未満

ほかに住みたい地域があるから
頼れる人が近くにいないから
地域の人間関係がよくないから
買い物、移動がしにくいから
障がい福祉、介護などの福祉に不安があるから
子育て、教育環境に不安があるから

無回答
合計

（質問２５）　住み続けたくない理由（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

地域の人間関係がよいから
買い物、移動がしやすいから
障がい福祉、介護などの福祉に満足しているから
子育て、教育環境に満足しているから
自然が豊かだから
その他

（質問２５）　住み続けたい理由（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

住み慣れているから
頼れる人が近くにいるから

住み続けたい
どちらかというと住み続けたい
あまり住み続けたくない
住み続けたくない
無回答
合計

質問２５　あなたは、現在お住まいの地域に住み続けたいと思いますか。
60歳以上 60歳未満



【生活困窮について】

回答数 構成比
24 7% 6 3% 18 12%
36 11% 16 9% 20 13%
204 63% 113 66% 91 61%
37 12% 18 10% 19 13%
21 7% 19 11% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
51 85% 23 105% 27 71%
2 3% 2 9% 0 0%
1 2% 1 5% 0 0%
4 7% 0 0% 4 11%
10 17% 3 14% 7 18%
68 113% 29 132% 38 100%

回答数 構成比
37 62% 13 59% 24 63%
7 12% 2 9% 5 13%
5 8% 0 0% 5 13%
1 2% 0 0% 1 3%
19 32% 8 36% 11 29%
6 10% 1 5% 5 13%
6 10% 3 14% 3 8%
81 135% 27 123% 54 142%

回答数 構成比
28 9% 6 3% 22 15%
149 46% 74 43% 75 50%
99 31% 61 35% 38 25%
16 5% 10 6% 6 4%
18 5% 11 6% 7 5%
12 4% 10 6% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

【成年後見制度について】

回答数 構成比
119 37% 63 37% 56 37%
110 34% 62 36% 48 32%
79 25% 35 20% 44 29%
14 4% 12 7% 2 1%
322 100% 172 100% 150 100%

知らない
無回答
合計

質問３２　成年後見制度について、知っていますか。
60歳以上 60歳未満

制度の名前も、制度の内容も知っている
制度の名前は聞いたことがあるが、内容は知らない

不安がある
それほど不安はない
不安は全くない
わからない
無回答
合計

合計

質問３１　今後の生活費に、不安がありますか。
60歳以上 60歳未満

不安でたまらない

仕送りなど親族や知人からの援助を受けた
就職、転職をした
手当など公的な支援を受けた
金融機関などからの借り入れ
その他
無回答

合計

質問３０　質問２８で「いつも困っている」「困ったことがある」と答えた方におたずねします。
　　　　　　生活費に困ったとき、どのように対処されましたか。　（いくつでも○）

60歳以上 60歳未満
家計の見直しにより支出を抑えた

年金や就労収入はあるが支出が多く、家計が赤字であった

就職活動をしたが、なかなか就職できなかった
就職のための活動をどのようにすればいいかわからなかった

仕事があわず、就職と転職を繰り返した
その他

わからない
無回答
合計

質問２９　質問２８で「いつも困っている」「困ったことがある」と答えた方におたずねします。
　　　　　　生活費に困ったのは、どんなときでしたか。　（いくつでも〇）

60歳以上 60歳未満

60歳以上 60歳未満
いつも困っている
困ったことがある
困ったことはない

質問２８　生活費に困ったことがありますか



回答数 構成比
65 20% 38 22% 27 18%
53 16% 31 18% 22 15%
56 17% 33 19% 23 15%
189 59% 85 49% 104 69%
27 8% 22 13% 5 3%
390 121% 209 122% 181 121%

回答数 構成比
80 25% 34 20% 46 31%
58 18% 43 25% 15 10%
160 50% 76 44% 84 56%
24 7% 19 11% 5 3%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
62 78% 24 71% 38 83%
16 20% 3 9% 13 28%
9 11% 6 18% 3 7%
1 1% 1 3% 0 0%
5 6% 2 6% 3 7%
2 3% 1 3% 1 2%
0 0% 0 0% 0 0%
95 119% 37 109% 58 126%

回答数 構成比
48 22% 21 18% 27 27%
28 13% 10 8% 18 18%
39 18% 16 13% 23 23%
18 8% 6 5% 12 12%
127 58% 82 69% 45 45%
19 9% 8 7% 11 11%
5 2% 3 3% 2 2%
24 11% 14 12% 10 10%
308 141% 160 134% 148 149%

【自殺を防ぐための取組について】

回答数 構成比
29 9% 6 3% 23 15%
277 86% 153 89% 124 83%
16 5% 13 8% 3 2%
322 100% 172 100% 150 100%

ある
ない
無回答
合計

その他
無回答
合計

問３７　自殺を考えたことがありますか。
60歳以上 60歳未満

制度の内容や利用方法がわからない
制度を利用する際の手続きが大変そうだから
他人に財産管理を任せることに抵抗や不安がある
制度を利用するための費用（経済的不安）
制度を利用せずに配偶者や子どもなどの親族に任せたい

特に理由はない

無回答
合計

問３６　質問３４で「利用したくなく、自分には必要ない」「わからない」と答えた方におたずねします。
　　　　 その理由は何ですか。（いくつでも○）

60歳以上 60歳未満

配偶者や子どもなどの親族
弁護士や司法書士などの専門職
社会福祉法人などの団体
市民後見人
わからない
その他

わからない
無回答
合計

問３５　質問３４で「利用したい」と答えた方におたずねします。誰に後見人になってほしいですか。
　　　　　（いくつでも○）

60歳以上 60歳未満

質問３４　将来、判断能力が十分でない状態になった場合、成年後見制度を利用したいですか。
60歳以上 60歳未満

利用したい
利用したくない、自分には必要がない

市社会福祉協議会
市の担当課
弁護士や司法書士等の専門職事務所
知らない
無回答
合計

質問３３　成年後見制度の利用について、相談する窓口を知っていますか。（いくつでも○）
60歳以上 60歳未満



回答数 構成比
0 0% 0 0% 0 0%
9 31% 1 17% 8 35%
20 69% 5 83% 15 65%
0 0% 0 0% 0 0%
29 100% 6 100% 23 100%

回答数 構成比
249 77% 121 70% 128 85%
50 16% 32 19% 18 12%
23 7% 19 11% 4 3%
322 100% 172 100% 150 100%

回答数 構成比
77 24% 44 26% 33 22%
161 50% 86 50% 75 50%
104 32% 35 20% 69 46%
105 33% 40 23% 65 43%
87 27% 40 23% 47 31%
59 18% 22 13% 37 25%
74 23% 35 20% 39 26%
69 21% 35 20% 34 23%
121 38% 62 36% 59 39%
118 37% 52 30% 66 44%
126 39% 55 32% 71 47%
13 4% 4 2% 9 6%
47 15% 35 20% 12 8%

1,161 361% 545 317% 616 411%

【地域福祉の充実に向けた取組について】

回答数 構成比
55 17% 20 12% 35 23%
85 26% 49 28% 36 24%
128 40% 79 46% 49 33%
150 47% 71 41% 79 53%
84 26% 47 27% 37 25%
60 19% 25 15% 35 23%
32 10% 8 5% 24 16%
43 13% 28 16% 15 10%
15 5% 6 3% 9 6%
52 16% 28 16% 24 16%
29 9% 10 6% 19 13%
50 16% 15 9% 35 23%
19 6% 12 7% 7 5%
29 9% 14 8% 15 10%
7 2% 4 2% 3 2%
34 11% 15 9% 19 13%
3 1% 1 1% 2 1%
27 8% 20 12% 7 5%
902 280% 452 263% 450 300%

地域での見守り活動の充実
地域行事などの交流活動に対する支援
福祉サービス事業の充実
その他
無回答
合計

生活困窮者への支援
バリアフリーのまちづくり
災害時に安全・安心な仕組みづくり
ひきこもり状態の人に対する支援
ケアラー、ヤングケアラーへの支援
地域の自治会活動への支援

福祉活動を行う人材の発掘、育成
どのような相談でも対応できる窓口の設置
必要な人に、必要な支援をつなげる仕組みづくり
わかりやすい福祉情報の提供
孤立、孤独を防ぐ取組
子どもの貧困対策

合計

問４１　今後、大野市の地域福祉を充実させるために、優先して取り組んでいくべきだと思うことを教えて
　　　　 ください。　（３つまで○）

60歳以上 60歳未満
福祉教育の充実

高齢者や障がいのある人、病気の人のうつ予防
高齢者や障がいのある人、病気の人の介護者に対する相談、支援

ひきこもりや不登校の相談、支援
生活困窮に対する相談、支援
その他
無回答

様々な悩みに対応した相談窓口
職場でのメンタルヘルス対策　
学校でのカウンセリング
子どもや若者の自殺予防（いじめ対策、子どものＳＯＳの出し方に関する講演会など）

様々な分野でのゲートキーパーの養成
一緒に自殺する人を募ったり、自殺の手段を教えたりするインターネット上の書き込みや動画配信をした者に対する取り締まり

合計

問４０　自殺をなくすために、どんな取組が有効だと思いますか。　（いくつでも〇）
60歳以上 60歳未満

地域のコミュニティーを通じた見守りや支え合い

60歳以上 60歳未満
いる
いない
無回答

現在
１年以内
１年以上前
無回答
合計

問３９　不安や悩みなど、つらい気持ちを受け止めてくれる人はいますか。

問３８　問３７で「ある」と答えた方におたずねします。それは、いつごろのことですか。
60歳以上 60歳未満



自由意見一覧

№ コメント 属性（年代・性別・職業）

1
ご近所さん同士の交流があると支え合いやすいと思います ５０歳代・女性・パート、ア

ルバイト

2

役所の何でも相談窓口を利用した事がありますが、根堀葉堀聞かれ

ただけで何のアドバイスもなかった。二度と利用したくないと思

う。

７０歳代・女性・自営業

3

どういう方向であれ、市としての活動を市民に周知させることが重

要だと思います。手法は問いませんが、広報により力を入れてもら

えるとよいのではないかと思います。

２０歳代・男性・会社員

4

人口が減らない対策

全国でも過疎でも人口が増えたり活性している地域があるので、

色々視察して学んでほしい。

助け合いと言っても高齢者ばかりでは、はじまらないので、まず

は、活性化して若い人が残ってもらえたり、いい所はあるけど、い

まいち、活性してないのがもったいない。

５０歳代・女性・自営業

5

相談するところが分からないので、大野市のLINEとかに情報を出

してほしい。ホームページには分かりにくいのでもう少し分かりや

すくしてほしい。

４０歳代、性別不明、会社員

6

県外からUターンしてきました。大野の人は、ちょっとしんきくさ

い所があるので、もっと気楽に意見を言い合える文化が育ってよい

と思います。そうすることで、いろんな活動がしやくすなると思い

ます。

４０歳代、男性、会社員

7
ボランティア頼みではなく、きちんとお金の発生する仕事として確

立することも大事だと思います。
４０歳代、女性、家事専業

8

プライバシーを守ることに重点を置きすぎないようにすることも大

事だと思う。

お年寄りやしょうがい者の方がいきいきとくらすために移動手段の

確保が必要。日中だけでなく夜間にも必要　何が起こるかわからな

いので。

福祉車両を運転している方は、２種免許を持ってられる。スクール

バス・スイミングスクールの運転手の方々も、その方々が市に登録

をして、輪番制で、夜の移動手段の助けとして活動できないもので

しょうか。（もちろん日中も）救急車で家族と共に病院へ行きまし

たが、家へ戻る時に大変困りました。（まだ他にも２種免許を持っ

てられる方もいると思います）タクシー業界との関係もあって難し

いのでしょうか。

６０歳代、女性、会社員

9

一人一人を尊重し、その人のたちばになり、考えてほしい。ただ、

職員やボランティアの方も、活動しやすい環境や、無理なワークス

タイルはうつや身体的ひろうも、心配です。支援する人が身体的不

調も良くないです。

６０歳代、女性、パート、ア

ルバイト



自由意見一覧

№ コメント 属性（年代・性別・職業）

10

あっ宝んどは高齢者の居場所にもなっているよい施設だと思いま

す。より有効に使うため車にのれなくなった高齢者用に町中村部か

らの送迎の仕組み（バスなど）を充実させたり、

商業施設が少なくなっているVIOに高齢者のサロン的な場所を作っ

たり…送迎バスが寄る必要がありますが、

あるものを有効に使うと良いと思います。

５０歳代・女性・公務員

11

個人で近所の方に色々相談するのはなかなか難しいと思います。他

人に知られたくない悩みなど、真剣に話を聞いてもらえるか、おも

しろおかしく他者へ話を広げられてしまわないかと不安で、なかな

か相談しにくい。お金のことは、恥ずかしい。家族間のもめ事は知

られたくない等、心を開いて相談できる場所が欲しいです。私も介

護で日々、ストレスと戦っています。子供や孫の家庭についても、

お金の面でもとても不安です。子供と孫が精神疾患で、もう一人の

孫が母と姉のケアをしたり、家事を手伝っていて、仕事につけない

状態が続いていて、子供たちの将来を考えるととても心配です。

（精神疾患の人が安心して無理なく働ける場所があれば、ありがた

いかなと思います。）普通の職場にはなじめない、心の弱さがどう

にもできない状況で、私の一番の悩みです。

７０歳代・女性・無職

12
児童館の充実、ディサービスの充実 ７０歳代・女性・パート、ア

ルバイト

13
日々の安否確認、電話でも可。今はマイカーで移動出来るが、動け

なくなったら不安あり。
７０歳代・女性・無職

14

現在の高齢の母親との生活より、運転免許を返納した場合普段の生

活が困難になることが明らかな事が予想されます。また、屋根の雪

おろしなどの心配、不安も予想されます。この様な環境が改善され

ていく事が、地域に根づくことができるポイントになると思ってい

ます。

６０歳代、女性、会社員

15

市長さんの活動が大変だと思いますが、職員の皆さんも税金を活か

して他県、市などにどん々出張して大野市民に色んな知識等をおし

えて下さい。市民も一諸に頑張っていく必要があると思います。
７０歳代・男性・無職

16

交通便がとにかく悪い。老人の移動手段が限られている。少ない年

金でのタクシー移動や足腰が悪い中でのバス利用はかなり大変だと

思う。年配の方が簡単で楽に利用できるサービスを作るべき
３０歳代、女性、会社員

17 人口が増加するようなしくみ ５０歳代・男性・会社員

18

アンケートを作成するのではなく、今困っている人を助けてほしい

です。アンケートをする意味が分からないので、教えて下さい。 20 歳代、女性、学生



自由意見一覧

№ コメント 属性（年代・性別・職業）

19

ＳＮＳ発達、ネット社会による価値観の多様化、他の人と交流の希

薄さ、そういったものによる地域で人を育てる力、家庭教育力の低

さ、〇〇ハラという時代。難しいですが、地域力、家庭力の復活が

大切ではないかと考えます。

50 歳代、男性、公務員

20

起点となる地域組織自体の在り方が住みやすい日々の環境につな

がっていくと思います。住民への項目単位の情報伝達のフロー化が

重要だと言えます。60歳まで県外（大阪・東京）に住んでいたこと

から、「情報伝達」がカギになると思います。

70 歳代、男性、パート、アル

バイト

21

情報の見える化、ケーブルＴＶなどでどんどん流してはどうか。事

業やイベント、特典、人材育成など、関心を持ってもらいたいこと

を発信する。

50 歳代、男性、公務員

22

大野からの人口流出が多い。空き家対策もどうなっているのか。地

元に帰ってきても就労できない。助け合おうにも隣近所がいない場

合もある。大野の活性化について、もっと話し合いの場を設けて市

民との話し合いを多くするべき。観光客に対し、自慢できる町作り

を考えていってほしい。市議会議員の若返りを図るべき。古参議員

が多くては、若手議員の意見が通らないのではないか。

60 歳代、女性、パート、アル

バイト

23

ライドシュアーの充実が進むと嬉しいです。同様に軽作業、買い

物、除雪など気軽にお願いできるシステムができると嬉しいです。
70 歳代、無回答、パート、ア

ルバイト

24

妊婦や子育て世代に対するサービスを充実させるとよいと思いま

す。健診のクーポン券やリフレッシュのためのサービス券など、金

銭面での支援だけでなく、両親学級（母親学級）を開催したり、他

の自治体が実施しているような小中学校と連携して赤ちゃん抱っこ

体験を実施するなども有効かなと思います。お金以外にも、具体的

なふれあい、体験、学びの機会を作ることが、今後の大野市の支え

合って暮らしていくまちづくりや人と人との交流が広がり、福祉・

健康づくりの理解を深めるきっかけになると思います。他の市町か

ら移住してきて1年間がたちましたが、大野市はとてもいいところ

です！市役所の方たち、これからも頑張って下さい！！

20 歳代、女性、公務員



自由意見一覧

№ コメント 属性（年代・性別・職業）

25

私は高齢なのでその視点から。誰でもいつか高齢者になる。行動

（生活必要物品の買い求めや医療等）することが大変です。だから

それを依頼できる確かな制度があれば田舎に住んでいてもかなり不

安はなくなる。これからは田舎や地方はさびれる。人が年老いても

住みやすい所でなければますます過疎化は進む。脱出したくなる。

市はもっと積極的に手を打つべきである。そのためのボランティア

や有料の人材を確保しながら、助け合いだけに頼っていてはことは

成し得ないと考えます。窓口をしっかり開き、そこに行けば、電話

すれば、事がかなうという時代に早くなってほしい。

80 歳以上、女性、家事専業

26 もっと人を増やしてほしい。 70 歳代、男性、無職

27

古い（これまでの）たくさんの委員制度の見直しと、整理、参加す

る（してもらう）ためのハードルの下げ方、日常感を考えた取り組

みをしていきたい。和泉地区の‘’より処‘’のような場が必要だと思い

ます。

40 歳代、男性、自営業

28 自分自身の健康に気をつけて生活していくこと。 70 歳代、女性、無職

29

地域の活性化、もっと若い人が住みやすく、子育てがしやすい町づ

くりをめざす。若年層が住みやすければ、高齢の方も住みやすいの

ではないかと思います。その為に、大野に若い人が働きやすい環境

を整えていくべきだと考えます。

50 歳代、女性、公務員

30

福祉に関係する項目で、活動もしくは相談出来る項目を具体的にア

ピール等広報して頂きたい。（例）窓口へ個人的に相談したい場

合。・除雪の苦情等、用水路への水不足（水利権等で要望が取り消

される）

70 歳代、男性、パート、アル

バイト
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№ コメント 属性（年代・性別・職業）

31

大野市は雪がたくさん降るので、お年寄りになると自宅で暮らすの

が難しい。よそのひとの除雪までしてあげれる余裕はない。年寄り

になった時の自分を考えるとぞっとする。1人で山の近くでたくさ

んの雪に埋もれて、寒い家で早く死ねないかなと思っていることと

思う。なので、年をとって除雪ができなくなったら家に住まなく

て、大きな寮みたいな所で冬をこせたら、まだ死ななくて良いかな

と思う。他人や行政にひとり暮らしのへき地にいる老人ひとりひと

りまで除雪、福祉を行き届かせるのは難しいので。冬だけでなくて

も良いけど、集合老人住宅は、今からどんどん高齢者が増えて、若

い人が出ていく大野市に必要ではないかと。数がぜんぜん足りてい

ない。未来があまり明るいことを考えられないので。「夢グルー

プ」とコラボはおもしろかった。ちょっと笑って幸せを感じること

ができる。福祉のプロモーションも、ありきたりではなく、キャラ

クターやマンガなど、くすっと笑ってなるほどと分かりやすく親し

みやすくすると、大野市の魅力も上がることにつながるのではない

かと思う。

50 歳代、女性、公務員

32
自分でできることは自分でする！人まかせにしない。人に会ったら

挨拶をする。
50 歳代、男性、会社員

33

誰かに助けてと言える人はいいですが、言えない、言える人がいな

いなど、誰にも気づかれない人が一番大変だと思います。少しでも

一人で苦しんでいる人がいなくなればいいと思います。支えてくれ

る人がいれば、色々あっても乗り越えられるんじゃないかと思いま

す。

50 歳代、女性、自営業

34

各町内には集会所があるが、あまり活用されていないように思われ

る。囲碁、将棋クラブなど、室内でできる趣味クラブで地域交流を

活発化したらどうですか。（天気に左右されませんから良いと思い

ますが）

70 歳代、男性、自営業

35

高齢者が住みにくい市だと思う。家賃も高いし、除雪にも費用がか

かる。市県民税も高いし、今の若者はいくら働いても年金も足りな

い。自分が高齢者になった時、大野では安心して暮らせない。1人

暮らしでも安心して住めて、家賃も3万円以下の市営住宅を用意す

べきだと思う。スーパーなどの買い物先も遠く、タクシーを利用し

たくてもタクシーの台数も少ない。足が悪くなると、バスにも乗れ

ない。高齢で介護が必要な親の不便さを知って、自分が高齢になっ

た時、上記が不便で、大野には住めない。生活保護者がこれから増

えると思うが、書類が多く、申請も大変である。簡素化してほし

い。

40 歳代、女性、会社員

36
免許返納（主人）後の交通手段

災害時の避難場所
７0 歳代、女性、無職
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№ コメント 属性（年代・性別・職業）

37

みんなで助け合い、支え合って暮らしていくことの出来るまちづく

り。誰もが安心に暮らすことのできるまちづくり。1人1人の毎日の

意識が大事だと思います（行動）。今出来ていないのが常識（道徳

教育）。当たり前のことができていない（自立）出来ることから一

つずつ実行して行きたいと思います。福祉課は良く頑張っていると

思います。これからもどうぞよろしくお願いします。

70 歳代、女性、自営業

38

高齢者でもそれぞれの付き合いが忙しかったり、活動に参加してい

ても途中で病気になったりして、ひとりひとり抜けたりすると、

残った人も意欲がなくなり参加しなくなる。

70 歳代、女性、パート、アル

バイト

39

一人一人の心の余裕がないので、他人のことまで考えられない。高

齢者の通院、買い物などの移動支援、代行。地域ごとに買い物にバ

スで行く。集えるカフェ（話せて、食べて、飲んで、遊べて、学べ

る）場所。

40 歳代、女性、パート、アル

バイト

40

人口減少により人と会うことがとても少なくなりました。一人暮ら

しの不安をなくす為の高齢者施設があるといいと思う。ちょっとし

た介護は互いに助け合い、出来ることはする。財産等は寄付しても

らってもいいと思う。

70 歳代、女性、無職

41
困りことでも、どこに相談場所があるかなかなか分かりづらい。

80歳以上、女性、無職

42

私は、阿難祖領家に住んでいます。現在76才で3月に77才になりま

す。幸い体は今のところ健康で今も資格（保育士）を持って、放課

後とか夏休みとか少しずつ仕事に行っています。生活も特にお金に

困る事はありませんが、先の事を考えると少しでも働きたい、年を

とっても出来ることをしたいと思っています。農家ですが、今はほ

とんど機械化され、昔のような年寄りでも出来る仕事はなくなりま

した。質問40、41は先々車に乗れなくなった時には、全て希望す

る事になるかと思います。子ども達は皆家を離れているので、最後

はこの家（築50年）に1人残る予定です。先の事はわかりませんが

…。子どもの所に行くこ事はまずないと思います。最終的には年寄

りの集まるサロンのような歩いて行ける場所→子ども食堂→老人施

設のデイサービス→施設入所になると思います。よろしく！

70歳代、女性、家事専業、農

業

43
祭りや運動会、新年会など、地域の行事に参加し、顔見知りになっ

ておくことが必要だと思う。

60歳代、女性、パート・アル

バイト

44
高齢者なので、これからはお世話になるばかりです。自分が出来る

ことを取り組んでまいります。
60歳代、女性、会社員
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45

今は大野に住む事に問題はないけれど、自身で車の運転ができなく

なった時に、買い物や病院へ行くのにどうすれば良いか、悩みま

す。買い物代行やタクシー、乗り合いバスなど、あれば利用できる

と良いなあと思います。現在、福井大学病院へ通院していますが、

他の病院へ代わる予定はなく、どうやって通院できるか不安です。

60歳代、女性、無職

46

高齢化社会が一層加速する状況下において、行政が友好的かつ現実

的な方策を講じて、地域の衰退に歯止めをかけることを望みます。 60歳代、男性、会社員

47

冬場など、屋根雪降ろし、除雪後の家の前の道あけなど、みんなが

年を取っていくと、自分の家だけで精一杯で、近くの家の手助けな

どの余力はないのではないか。

70歳代、女性、無職

48

70歳代になって、近い友達やつれあいが亡くなっていきます。その

人達と話してみて、はじめて現実が目の前にせまって来ます。知っ

ていた情報が、かすみがかっている様なものだったと思いました。

具体的な事をより知るために何かよい方法がありますか？とおたず

ねしても受け取る私に準備ができていないのではどうしようもあり

ませんね。

70歳代、女性、家事専業

49

道路をもっと、歩行者が安全に歩けるようにしてほしいです。用水

路や川など、ガードがなく怖いなと思う所がたくさんあります。段

差の激しい場所も、高齢者は大変だろうなと思います。
40歳代、無回答、家事専業

50

現代の世の中に必要なのは、「寄り添う」姿勢だと思うが、今の市

長、市役所職員に、その姿勢が感じられない。（この声は届くのか

すら疑問だが…）「みんなで」とか「連携して」という場合に誰が

含まれ誰が外れるのか（そのようなことは無いと信じたいが）なぜ

若い人ほど大野を離れてしまっているのか、もっと考えて対策をし

てください。それがなくなった地域は「支え合う」ことなどでき

ず、住み続けることはできないと思います。ヴィオや商店街など買

い物できる場所が減り、今にスーパー、ドラッグストアも撤退とな

ればさらに大変になる。その前に対策を。

40歳代、男性、自営業

51 高齢者のため、交通手段の確保 70歳代、男性、自営業

52 近所とのコミュニケーション 70歳代、女性、無職

53

同じ年代の人が集まると話題に出るのは老人ホームに入るのは何年

も待たないとなかなか入れないということ。施設が足りないらし

い。毎年必ず話題に上がります。まだまだ不安に思っているんだな

と思います。自分もそういう年になってきた今、この先が心配で

す。

70歳代、女性、家事専業

54 年金が少ないので、税金を安くしてほしい。 60歳代、男性、会社員
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55
福祉関係に携わる方々（人材）への待遇の充実（人材発掘、教育、

賃金、カウンセリング等）に心がけていただきたい。
70歳代、男性、無職

56

全国でも消滅可能都市と言われていたが、盛りかえしてきている地

域が多くあると聞いています。次世代の子どもたちに何をのこせる

のか、何が大切なのか、今一度、本当に必要なことは何なのかを考

えていってほしいです。

40歳代、女性、公務員

57

核家族が増え、就労が増え、子供の友達の親も分からない。地域の

人も名前も顔も分からない。プライバシーの尊重も大事だと思うけ

れど…。どうやったらお互いが歩み寄れるかは難しい。それでいい

と思っていれば、それまでだし、もっとこうしたいと思わないと次

にはつながらないんだろうと思う。外部から来ると、大野のコミュ

ニティにはすぐに入れない。なじめない。疎外感は常にある。子供

が居なかったら、いろいろ考える。

40歳代、女性、会社員

58

先述しましたが、ひとり親ですが所得制限があり、一切のひとり親

に対する支援の受給資格がありません。納税は通常通り行っていま

す。ひとり親になる理由はひとそれぞれだと思いますが、給付金な

どの支援をするのではなく（ある程度は必要だと思いますが）、自

活できるようにする職業資格を得るプログラムを作る、なども必要

だと思います。すでに就労支援などは行われているとは思います

が、散々支援を受けておきながら市に環元しないのは変だと思いま

す。明らかに高齢化のすすんでいる市なので高齢者福祉に向かわせ

る施策も必要だと思います。このようなことはすでに論議されてい

るとは思いますが、給付を受けているひとり親と同列に語られるこ

とがすごく憤りを感じているもので、申し訳ございません。サポー

トが必要な方への支援は重要ですが、まじめに働いて納税している

市民が報われる市であってほしいです。（要するに公助互助と共に

自助の能力を養わせた方が良いという意見です）

40歳代、女性、会社員

59

友達をつくる

となりの人となかよくする。

コーヒをのみに行く友達ができる

70歳代、女性、無職

60 高齢者の移動手段の充実 ８０歳代、性別不明、無職
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61

アンケートをとってくださって有難うございます。この種のアンケート

は、今どの組織でもとられていますが、なかなか進んでいかないのは、人

と人とのつながりを肯定する行政の施策（関心）が弱いのではないかと思

います。私は、まず大野市民と大野市民が相手を選ばず、①朝のあいさつ

②日中のあいさつ③一日の終わりのあいさつを交わす気持ちがうすいで

す。知っている人、好きな人、・・・・・など自分に関係のある人にの

み、声と笑顔が届くというもったいない挨拶の状態です。私は、基本的に

は、道に歩いている人、公園などで遊んでいる人、観光者等、大野のあこ

かしこに居られる人と声をかけ合うことを、大野市の市民憲章で奨励して

いただきたいと思います。もちろん大野へ来て下さる観光者の方々にもそ

のとおりが必要であります。「ようこそ、この大野へ来て下さった！」。

市民の一人一人（子どもも含めて）が自立するということは、プラスマイ

ナスなしの挨拶が出来るということだと思います。さらにもう一つ、地域

の若者をもっともっと応援する。地域の小、中、高在中また出身の若者を

大々的にアピールして（アピールすることは、我子のように、特に大事に

するということかなと思います）、大野市民全体で市役所や公民館等の公

的機関がリーダーシップをとって応援する組織を作ること。スポーツ活

動、文化活動、ボランティア活動等で努力している人を捜し出す。人口減

少が進んできた社会だからこそ、緊急に必要だと考えています。大野市民

の一人一人が、温もりのある大野市民になりましょう。わかりにくい分

で、思い付きのまま、書きすぎて大変申し分けありません。

70歳代、女性、無職

62

・地域とのつながり、同じ地区に住んでいる人同士のつながりが大

切だと思います。

・困ったときに誰に何を相談したらよいのか、わからない人もいる

と思うので、手続き等サポートしてくれる方がいてくれると（市や

地区に）助かると思います。（もうすでにおられるのかもしれませ

んが、知られていないので、知らせることも必要かと思います）

30歳代、女性、公務員

63

自己中心的な考えを持っている方が、多数です。思いやりの心を持

つには、自分に余裕がないといけません。お金と気持ちにゆとりが

あればいいと思います。

60歳代、女性、パート・アル

バイト

64

近所、地域の方々の挨拶や、お声掛けや会話だけでも安心や助け合

い、支える事ができると思います。地域の人を身守るという心掛け

だけでも実行していく事で安心して暮らすことに繋がると思いま

す。

50歳代、女性、パート・アル

バイト
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65

人口減少が進んでいる大野で、少しでも若者が出ていかない工夫が

必要だと思う。

以前は地区の婦人会もあり、いろいろ活動もしていたが今は、それ

もなくなり（ほとんどが老人会の年齢となった）かといって、老人

会には入りたくない。

誰もが安心して暮らせるには、安全な食料と治安が求められる。

越美北線がもう少し便数があるとよいのに

空き家のあっせんや、移住者対策

子供が増えてほしいけど、むつかしいですね。閉校する学校はどう

するのですか？老人施設とか？活用できるといいですね。

60歳代、女性、家事専業

66

父の認知症が徐々に進行して、最後は家族だけでは、手に追えなく

なった時、ケアマネさんが、話を聞いて下さり、最終的に入院とい

う選択をしました。きっと我が家の場合は、話がうまく進んだ例に

なると思います。「介護」というのは、大きな負担になるものだと

思います。ますます施設不足、人材不足になるのではないでしょう

か。

お年寄りは増えるけど子供は減る＝小学校の統廃合。例えば廃校に

なった小学校をリフォームして、一人暮らしのお年寄りの居住ス

ペースを造る（プライベートと共有スペースの確保）。一人暮らし

は色々不安もあると思うので、みんなで助け合い支え合って暮らし

ていくことのできる場所になるのでは？

以上は単なる夢物語かも知れませんが、お年寄りの割合が増えれ

ば、大胆な施策も必要かなと思います。

50歳代、女性、会社員

67 若者が定着するまちづくり、工場誘致 70歳代、男性、農業

68

・大野市だけの独自の割引の取り組み（大野市内で買い物をすませ

るように）

・移動手段がない高齢者への援助（交通の不便さの見直し、移動販

売車…など）

60歳代、女性、施設職員

69

・各町内における諸活動を活発化させるための施策の推進

町内の各種活動が低調となており、協調性と団結が弱くなっている

のが実情。各町内の総会開催に合わせて、市の担当職員を講師とし

て派遣し、アンケートその他に関する説明をして盛り上げを図った

らどうか。

70歳代、男性、無職

70

通信手段の発達に伴い、プライバシーが如何に守れるかが問題で

す。また人口減少での人材不足も課題です。又人それぞれ性格がち

がいますので、マニュアル化してもダメなこともあります。各人が

人間性を高められる教育指導がとても大切だと思います。

70歳代、女性、無職
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№ コメント 属性（年代・性別・職業）

71
質問41の③にあるような　どのような相談でも対応していただける

窓口の設置をぜひぜひお願いしたいです。

70歳代、女性、パート・アル

バイト

72
・養育施設を充実させてほしい。

・高齢者施設を利用しやすくしてほしい。
40歳代、男性、会社員

73

助け合い、支え合いと言っても、他市から来た人は元々あるコミュ

ニティに入ることが難しいことも。（どの市、地域でも同じ）

仕事などで地域活動に参加することができないのなら尚更、入りに

くいし、活動に参加しないことで周囲からマイナスイメージがつく

気がする。（各々、事情もあるし、…「参加できない理由よりも参

加しない人」と位置付けられるように思います。）単身だと特に、

地域活動の参加は難しい。簡単に仕事は休めないので。

地方に行けば行く程、コミュニティ（地域づき合い）はかたく、良

い土地に行ってもなじめない…なんてことはあるのではないでしょ

うか。

”地域活動ありき”にならない、住民一人一人の意識が変わらないと

どんなに良い取り組みをしても変わらない気がします。

30歳代、性別の回答を希望し

ない、会社員


